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（１）計画の背景と目的 

現在における公共交通を取り巻く状況は、人口減少や新型コロナウイルス感染症の

５類感染症移行による新しい生活様式の浸透に伴い、民間事業者による公共交通サー

ビス供給の縮小や、交通事業従事者（運転手等）不足により、益々厳しい状況となって

います。そのため、公共交通サービスの維持確保については、改めて計画的かつ早期に

対応することが求められています。 

また、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の改正において、輸送資源の総動

員による移動手段を確保することが求められ、MaaS の普及促進をはじめとする AI・

IOT 等のイノベーションの進展に伴い、これらの新たな技術を活用することも必要と

されています。 

こうした状況を踏まえつつ、村民生活に必要となる最も効率的かつ持続可能な移動

手段の確保について定め、地域公共交通の指針となる「白馬村地域公共交通計画」を策

定します。 

 

（２）計画の区域 

本計画の計画対象区域は、白馬村全域とします。 

 

（３）計画の位置づけ 

   本計画は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の改正により、国が策定す

る基本方針に基づくとともに、上位計画である「白馬村第５次総合計画」及び「白馬

村都市計画マスタープラン」等との整合を図ったものです。また、令和元年度に策定

された「白馬村地域公共交通網形成計画」を基礎にその後の計画の進捗状況、社会情

勢の変化、村民ニーズの変化等を踏まえながら、白馬村総合戦略との連携を図り、持

続可能な公共交通ネットワークのあり方、地域住民や関係機関の役割分担等を示すも

のです。 

  

序 章 計画策定の背景 
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■本計画の位置づけ 

 

 

  

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 

（令和５年６月２３日改正） 

■国土交通省の基本的考え方 

 ①地域ごとに、バス・タクシーの労働力確保とサービス維持を図りながら、サービス

が不足する地域では、その他の移動手段を総動員して移動ニーズに対応する。 

 ②その際、MaaS、AI による配車、自動運転などの最新技術を活用して、高齢者や外

国人旅行者を含む幅広い利用者に使いやすいサービスの提供を促進する。 

 ③①と②について、地方公共団体が中心となって取り組める制度を充実・強化してい

く。 

白
馬
村
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
（
平
成
３
１
年
３
月
） 

■上位計画 

 「白馬村第５次総合計画」後期計画 

   (令和３年３月) 

■関連計画 

「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」(長野県) 

「白馬村立地適正化計画」（令和３年３月） 

「白馬村総合戦略まち・ひと・しごと創生」（令和元年 6 月） 

「白馬村都市計画マスタープラン」（令和 5 年 3 月） 

「白馬村高齢者福祉計画」（令和 6 年 3 月） 

「白馬村子ども子育て支援事業計画」（令和 6 年 3 月）等 

■既存計画の検証 

 ・計画の目標値の検証 

■既存計画の継続性 

 ・地域公共交通計画に必要な項目・内容の確認 

【白馬村地域公共交通計画】 

     □基本的な方針 

     □計画の区域、目標・期間 

     □目標達成に向けた主要施策 

     □計画の達成状況の評価に関する事項 

     □その他配慮すべき事項 
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 １．地勢・気象                               

 （１）地勢 

 白馬村は、長野県の北西部に位置し、南北 16.8km、東西 15.7km の盆地であり、南は

大町市と、西は北アルプス白馬連峰で富山県に接し、北は小谷村、東は大町市美麻、長野市

鬼無里に隣接し、標高 700ｍの高地に位置しています。 

 地域の中央部を南北にフォッサマグナが走っており、この大断層地帯に白馬連峰から流

れ出す河川によって扇状地が形成されています。 

 この中央部を一級河川姫川が南北に縦断し、生活エリアである姫川沿いの盆地を中心に、

西側に 5 つのスキー場等の観光施設と宿泊施設が点在し、東側は主に中山間地の集落が点

在しています。西側白馬連峰一帯は、急峻な山岳美をみせ登山・ハイキング・スキー場等観

光資源となっています。 

 地目別では、山林原野、山岳河川の割合が 91.2％を占めています。 

 

図 1.1.1 白馬村の位置 

出典：地理院地図 
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第１章 地域特性の整理 
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 （２）気象 

 白馬村は冷涼な気候であり、全域が特別豪雪地帯に指定されています。 

 白馬村の年間降水量は 1,800～2,200ｍｍで、これは背後に 3,000ｍ級の北アルプス

があるため気象の変化が起きやすいことと、冬の降雪が原因といわれています。 

 最高気温は 34 度前後、最低気温は-15 度前後で、年平均気温は 10 度前後で推移し、

ここ 5 年間大きな変動はみられません。 

 最深積雪は、年によって変動しており、ここ 5 年間で令和 4 年が 1ｍを超えて最深でし

た。 

図 1.1.2 気温及び降水量、最深積雪の経年変化 

出典：気象庁 過去の気象データ（白馬村） 
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 ２．人口動向                                

 （１）総人口の推移 

 白馬村の総人口は、平成 17 年を境に減少傾向にありますが、世帯数は横ばい傾向にあり

核家族化が進んでいます。特に令和 2 年には高齢化率が 20 年前の約 2 倍、32.5％を占め

ており、高齢者の単身世帯も令和 2 年には 375 世帯と全世帯の 10％を占めています。 

 一方、年少人口は減少が続いており、令和 2 年には 1,000 人を下回り、全体の 11％と

なっています。 

図 1.2.1 総人口、世帯数と高齢化率の推移 

出典：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2.2 高齢者単身世帯数の推移      図 1.2.3 年少人口の推移 

出典：国勢調査 
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 （２）年齢別人口の推移 

 白馬村の年齢別人口は次のように推移しています。 

 ①年少人口 

年少人口の減少スピードは県平均より速くなっています。 

 ②生産年齢人口 

総人口のグラフと、ほぼ同じ曲線を描き推移し、平成 12 年の 6,184 人をピークに減少

傾向が強くなっています。 

 ③老年人口 

令和 22 年までは上昇ペースが続いていますが、総人口が減少していることを踏まえれ

ば、高齢化率が加速度的に上昇することが危惧されます。 

図 1.2.4 年齢 3 区分別人口の推移 

出典：白馬村第 5 次総合計画後期計画（令和 3 年 3 月） 

令和 22 年の長野県の人口の見通し（長野総研） 
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 （３）人口の分布とその増減 

 【人口】 

  人口の分布をみると、ＪＲ大糸線沿線、特に白馬駅西側に広がっています。 

  特に人口が多いのは、住宅、別荘、営業施設が混在するみそら野区で約 1,000 人、神

城駅を中心とした飯田区で約 900 人、白馬駅や飯森駅周辺の白馬町区、飯森区の４区で

す。北東の３区と周辺の 2 区で 50 人未満の区があり、周辺の５区では 100 人未満の地

区がみられます。 

 【世帯数】 

  ＪＲ大糸線沿いの地区には、100 世帯以上の地区が分布していますが、周辺部では 50

世帯未満や青鬼区、立の間区のように 10 世帯未満の地区があります。 

 【人口増加率】 

  過去５年間の人口増加率をみると、増加している地区は堀之内区、三日市場区、瑞穂区

など８区です。特に減少が著しいのは、通区、青鬼区、山麓区の３区であり、30％を超

えています。 

 【65 歳以上割合】 

  65 歳以上の高齢者の割合が高い地区は、通区の 81.3％、どんぐり区 53.9％、内山

区 52.2％など３区で 50％を超えています。 

 

 （４）外国人住民数と割合の変化 

 村内の外国人は、基準日となる３月末では、350 人から 900 人で推移しています。こ

の中には、冬期に宿泊施設に住み込みで働く人が含まれ、毎年 12 月から 3 月頃まで一時

的に増加しています。 

 八方周辺及び飯田区で 100 人を超えています。 

 

図 1.2.5 外国人住民数及び割合の推移と分布 

出典：白馬村資料（各年 3 月末） 
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図 1.2.6 250ｍメッシュデータによる人口の分布 

出典：令和 2 年国勢調査 
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図 1.2.7 行政区別人口          図 1.2.8 行政区別世帯数 

出典：令和２年国勢調査              出典：令和２年国勢調査 
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人口 平成27年 令和2年
内山 59 46
佐野 381 294
沢渡 307 241
三日市場 61 93
堀之内 108 195
飯田 1,054 887
飯森 814 786
めいてつ ― ―
深空 555 548
みそら野 904 973
エコーランド 367 330
瑞穂 215 311
八方口 415 416
白馬町 888 851
八方 481 466
山麓 50 35
和田野 189 195
大出 377 379
蕨平 78 68
嶺方 74 53
どんぐり 113 102
新田 391 358
森上 311 286
塩島 252 217
切久保 149 133
落倉 237 218
通 27 16
立の間 9 7
野平 46 55
青鬼 26 16
白馬村 8,938 8,575
北城 6,154 6,033
神城 2,784 2,542

世帯数 平成27年 令和2年
内山 23 21
佐野 128 114
沢渡 105 101
三日市場 24 34
堀之内 38 78
飯田 323 319
飯森 305 318
めいてつ ― ―
深空 251 279
みそら野 351 413
エコーランド 145 151
瑞穂 89 129
八方口 190 206
白馬町 370 388
八方 197 207
山麓 15 16
和田野 87 114
大出 160 165
蕨平 32 30
嶺方 30 25
どんぐり 56 53
新田 138 144
森上 126 120
塩島 100 89
切久保 56 52
落倉 97 103
通 13 7
立の間 5 4
野平 19 22
青鬼 9 7
白馬村 3,482 3,709
北城 2,536 2,724
神城 946 985
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図 1.2.9 行政区別人口増加率      図 1.2.10 行政区別 65 歳以上比率 

出典：令和２年国勢調査              出典：令和２年国勢調査 
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割合 

人口 平成27年 令和2年 増減率
内山 59 46 -22.0
佐野 381 294 -22.8
沢渡 307 241 -21.5
三日市場 61 93 52.5
堀之内 108 195 80.6
飯田 1,054 887 -15.8
飯森 814 786 -3.4
めいてつ ― ― ―
深空 555 548 -1.3
みそら野 904 973 7.6
エコーランド 367 330 -10.1
瑞穂 215 311 44.7
八方口 415 416 0.2
白馬町 888 851 -4.2
八方 481 466 -3.1
山麓 50 35 -30.0
和田野 189 195 3.2
大出 377 379 0.5
蕨平 78 68 -12.8
嶺方 74 53 -28.4
どんぐり 113 102 -9.7
新田 391 358 -8.4
森上 311 286 -8.0
塩島 252 217 -13.9
切久保 149 133 -10.7
落倉 237 218 -8.0
通 27 16 -40.7
立の間 9 7 -22.2
野平 46 55 19.6
青鬼 26 16 -38.5
白馬村 8,938 8,575 -4.1
北城 6,154 6,033 -2.0
神城 2,784 2,542 -8.7

65歳以上比率 令和2年 65歳以上 比率
内山 46 24 52.2
佐野 294 141 48.0
沢渡 241 95 39.4
三日市場 93 38 40.9
堀之内 195 87 44.6
飯田 887 417 47.0
飯森 786 240 30.5
めいてつ ― ― ―
深空 548 144 26.3
みそら野 973 215 22.1
エコーランド 330 89 27.0
瑞穂 311 51 16.4
八方口 416 112 26.9
白馬町 851 266 31.3
八方 466 134 28.8
山麓 35 14 40.0
和田野 195 47 24.1
大出 379 105 27.7
蕨平 68 27 39.7
嶺方 53 26 49.1
どんぐり 102 55 53.9
新田 358 111 31.0
森上 286 79 27.6
塩島 217 76 35.0
切久保 133 55 41.4
落倉 218 92 42.2
通 16 13 81.3
立の間 7 ― ―
野平 55 26 47.3
青鬼 16 6 37.5
白馬村 8,575 2,785 32.5
北城 6,033 1,743 28.9
神城 2,542 1,042 41.0
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 （５）産業別人口の推移 

 産業別人口の推移をみると、就業者人口は平成 12 年を境に減少傾向にあります。 

 産業別にみると、第 1 次産業の割合は昭和 55 年以降減少が続き、平成 7 年以降は 10％

を下回っています。第 2 次産業についても昭和 55 年以降減少傾向にありますが、平成 17

年以降 15％前後で推移しています。 

 観光を中心とした第 3 次産業は、昭和 55 年から 50％を超え、平成 22 年以降は約 80％

を占めています。 

 産業大分類別でみると最も多い業種は「宿泊業、飲食サービス業」になっています。 

 

図 1.2.11 産業別人口の推移と最新の産業分類別人口 

出典：国勢調査 
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 （６）人の動き 

  １）通勤・通学 

 白馬村の通勤先は白馬村内が 81.8％と大半を占め、村外では大町市、小谷村など南北方

向の移動が多くなっています。 

 白馬村への就業者についても大町市や小谷村が多いですが、長野市やその他県内、県外か

らの流動もみられます。 

 白馬村居住者の通学先は白馬村内が 50.3％であり、村外では大町市、長野市、松本市、 

などが多くなっています。 

 通学者は、大町市や長野市、松本市への流出が減っており、村内の割合が令和 2 年は平

成 22 年に比べて 41.5％から 52.1％に増加しています。 

 

図 1.2.12 通勤・通学流動 

出典：国勢調査（令和 2 年） 
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図 1.2.13 通勤・通学流動の推移 

出典：国勢調査 
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  ２）買物 

 長野県商圏調査によると、買い物場所は食料品・日用品は村内の割合が 90％近いですが、

文化品（家電、家具等）・贈答品・衣料品等は長野市の割合が高くなっています。 

 また、食料品や日用品以外では通販等の無店舗販売も目立っています。 

 買物する店の種類は、食料品では中小スーパーが過半を占めていますが、それ以外の多く

の項目では専門スーパーが半分近くを占めています。 

図 1.2.14 品目別の買物場所 

出典：長野県商圏調査報告書（令和 5 年度）長野県産業労働部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2.15 買物する店の種類 

出典：長野県商圏調査報告書（令和 5 年度）長野県産業労働部 
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 （７）人口の将来展望 

 白馬村の人口は、昭和 35 年から昭和 45 年にかけて減少が見られましたが、昭和 45 年

以降増加しています。その後、平成 17 年の 9,500 人をピークに減少が始まり、令和 32

年には昭和 45 年の水準まで落ち込むことが予想され、令和 42 年には現在より約 4 割減

少し、4,986 人と推計されています。 

 将来にわたってコミュニティとしての白馬村を存続させていくためには、あらゆる施策

を展開して人口の増加を目指す必要があり、特に社会に活力をもたらすための生産年齢人

口層を厚くする施策として村では、若者にターゲットを絞った移住・定住につながる施策を

積極的に展開することにより、将来的に生産年齢人口層を厚くすることを目指しています。 

 

図 1.2.16 人口の将来展望 

出典：白馬村第 5 次総合計画（令和 3 年 3 月） 
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 ３．主要施設の立地状況                           

 各施設ともに、国道 148 号の沿線に立地しており、特にＪＲ大糸線白馬駅、神城駅周辺

と白馬駅～飯森駅間に集中しています。 

 【公共施設】 

  村役場や図書館、文化施設などは白馬駅周辺の徒歩圏に立地しています。 

 【教育施設等】 

  白馬南小学校を除き、高校、中学校、北小学校、幼稚園、保育園などすべてが白馬駅周

辺に集中しています。 

 【医療機関】 

  村内には規模の大きな総合病院はなく、白馬駅、飯森駅、神城駅の周辺に病院や医院が

点在しています。近隣の総合病院は、大町市の市立大町総合病院（白馬駅から 25ｋｍ）、

池田町の北アルプス医療センターあづみ病院（白馬駅から 35ｋｍ）があります。 

 【金融機関等】 

  郵便局、銀行などは白馬駅と神城駅周辺に立地しています。 

 【商業施設等】 

  比較的規模の大きな商業施設（スーパーマーケット）は、自動車の利用の便が良い国道

148 号沿線に立地しています。また、コンビニエンスストアも国道 148 号と県道白馬

岳線の沿線に立地しています。 

  なお、スキー場を中心とした観光地周辺には、観光客を対象とした宿泊施設や飲食店等

が立地していますが、村民の生活関連用品を扱う店舗は、前述した比較的規模の大きな商

業施設に限られています。 
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図 1.3.1 主要施設の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

❶ 白馬村役場
❷ 白馬村図書館
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❸ 白馬診療所

❹ 神城醫院（白馬メディア）

❺ しんたにクリニック

❻
白馬インターナショナルクリ
ニック

医療機関

❶ デリシア白馬店

❷ Aｺｰﾌﾟ白馬店

❸ ザ・ビック白馬店

❹ ｺﾒﾘﾊｰﾄﾞ＆ｸﾞﾘｰﾝ白馬店

❺ ｱﾒﾘｶﾝﾄﾞﾗｯｸ白馬店

❻ 道の駅白馬

❼ ローソン白馬神城店

❽ ローソン信州白馬八方店

❾ ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ白馬岩岳店

❿ ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ白馬みそら野店

⓫ ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ白馬神城店

商業施設等

❶ 白馬高等学校
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❻ 白馬村しろうま保育園

教育施設等
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 ４．道路基盤の状況                             

 白馬村の道路網は、中央を国道 148 号が縦断し、白馬駅北側から東側に国道 406 号が、

飯森駅北側から南東に主要地方道白馬美麻線が、白馬駅西口から西へ一般県道白馬岳線が、

信濃森上駅東側から北に一般県道千国北城線が分岐しています。 

 【国道 148 号】 

  広域的な南北軸として機能し、国道 147 号と合わせて北の北陸自動車道糸魚川ＩＣと

南の長野自動車道安曇野ＩＣを結んでいます。村内ではＪＲ大糸線に沿って並行してい

ます。古くは塩を運んだ千国街道であったことから塩の道と呼ばれています。 

  交通量は、村内中央部で 9,800 台/日と多く混雑度は 0.68、北側は約 7,000/日、南

側は 8,000 台/日に減少しています。北に行くほど大型車混入率が高くなっています。 

 【国道 406 号】 

  大町市から白馬駅北側まで国道 148 号と重複し、分岐して小川村を経由して長野市を

結んでいます。未改良区間が多いため、交通量も 500 台未満と少なくなっています。 

 【（主）白馬美麻線】 

  長野オリンピック開催時に長野駅と白馬会場を連絡する路線として整備されたため、

国道 406 号よりも利用されており、オリンピック道路と呼ばれています。 

  交通量は 6,000 台/日を超え、大型車混入率も約 15％と高くなっています。 

 【（一）白馬岳線】 

  白馬駅から猿倉荘までを結ぶ県道です。 

  沿線に白馬八方尾根スキー場もあり、交通量は約 5,000 台/日と多くなっています。 

  なお、当該路線は 12 月から 4 月まで一部冬期通行止め（冬季閉鎖）となっています。 

 【（一）千国北城線】 

  白馬村と小谷村を結ぶ県道であり、沿線に白馬岩岳スキー場や栂池高原スキー場があ

り、観光客の利用が多くなっています。通常時の交通量は 2,000 台/日程度です。 
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図 1.4.1 村内の主要道路の交通状況 

出典：令和 3 度道路交通センサス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

交通量（台/12時間） 5,201

交通量（台/24時間） 6,761

大型車混入率（％） 26.4

混雑度 0.58

交通量（台/12時間） 7,450

交通量（台/24時間） 9,834

大型車混入率（％） 17.9

混雑度 0.68

交通量（台/12時間） 6,254

交通量（台/24時間） 8,130

大型車混入率（％） 7.6

混雑度 0.56

交通量（台/12時間） 179

交通量（台/24時間） 215

大型車混入率（％） 2.8

混雑度 0.03

交通量（台/12時間） 5,175

交通量（台/24時間） 6,572

大型車混入率（％） 15.0

混雑度 0.58

交通量（台/12時間） 3,965

交通量（台/24時間） 4,956

大型車混入率（％） 11.9

混雑度 0.70

交通量（台/12時間） 1,807

交通量（台/24時間） 2,186

大型車混入率（％） 9.6

混雑度 0.27
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 ５．観光動向                                

 （１）主要観光エリアと観光資源 

 白馬村は、山岳の地形やパウダースノーといった地域資源を生かし、登山やスキーを中心

に発展してきました。 

 村内は概ね 8 つの観光エリアに分かれ、5 個所のスキー場や隣接する栂池高原も含めた

高原に立地するアウトドア施設を中心に白馬山麓に広がる山岳リゾート地域となっていま

す。 

 エリアごとに宿泊施設や飲食店が比較的多いのは、リゾートホテルが多く立地する八方

尾根・和田野エリア、飲食店や商店・土産物店が多く立地する白馬町・八方口エリア、ペン

ションや飲食店が多く集まるエコーランド・みそら野・瑞穂エリアなどです。 

 冬期はスキー場が中心となりますが、その他の季節は登山やハイキング、アクティビティ

を中心としたアウトドアスポーツが観光の中心となっており、汗をかいたあとの日帰り温

泉も各エリアに点在しています。 

 白馬村観光局の加盟宿泊施設は、令和 4 年度時点で 327 軒、収容人数約 1.3 万人です

が令和 2 年以降減少傾向にあります。令和 4 年度現在の宿泊施設の種別ではペンションが

99 軒で最も多く、ホテルが約 60 軒、貸別荘が 54 軒営業しています。 

図 1.5.1 白馬村観光局加盟宿泊施設の概要 

出典：白馬村村勢要覧統計資料（令和 5 年） 
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表 1.5.1 白馬村のエリア別観光概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

落倉エリア

白馬岩岳

エリア

大出・蕨平

みねかた

エリア

白馬町

八方口

エリア

八方尾根

和田野

エリア

ｴｺｰﾗﾝﾄﾞ

みそら野

瑞穂

エリア白馬五竜

Hakuba47

エリア

さのさか

エリア

ホテル 旅館 その他 合計

落倉 4 1 13 18 0
・落倉自然園
・古民家の湯

白馬岩岳 4 6 29 39 2

・白馬岩岳スキー場
・白馬岩岳マウンテンリゾート
・白馬アルプスオートキャンプ場
・岩岳の湯、倉下の湯

大出・蕨平・
みねかた

1 0 4 5 1
・白馬フィールドスポーツジム
・天神の湯

白馬町・八方
口

3 3 13 19 14
・白馬・山とスキーの総合資料館
・白馬宮島工芸館
・みみずくの湯

八方尾根・和
田野

33 15 26 74 10

・八方池
・八方尾根自然研究路
・白馬八方尾根スキー場
・八方うさぎ平
・北尾根高原
・白馬ジャンプ競技場
・菊池哲男山岳フォトアートギャラリー
・おびなたの湯、郷の湯、八方の湯

エコーラン
ド・みそら
野・瑞穂

16 3 77 96 16

・白馬グリーンスポーツの森
・白馬三枝美術館
・白馬美術館
・アートカフェ森と人と

白馬五竜・
Hakuba47

6 3 42 51 8

・白馬五竜スキー場
・Hakuba47マウンテンスポーツパーク
・白馬五竜高山植物園
・十郎の湯、竜神の湯

さのさか 0 4 11 15 0
・さのさかスキー場
・姫川源流自然探勝園

宿泊施設

出典：白馬町観光局白馬MAPから集計
注）施設数は白馬村観光局会員施設のみ

エリア名 主要観光資源飲食店
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 （２）観光入込客数 

 白馬村の観光入込客数は令和元年まで、年間 200～250 万人で推移してきましたが、新

型コロナウイルス感染症拡大により、令和 2 年から 200 万人を下回り、令和 3 年には 150

万人を下回りました。令和 4 年からは回復し、5 類感染症に移行した令和 5 年には、令和

元年以前の水準に戻っています。主な観光目的は、一般的な観光旅行とスキーに大別されて

いますが、一般的な観光旅行の方がやや多くなっています。 

 白馬村の過去 5 年間の観光客数の月変動をみると、8 月に大きなピークがみられるのが

特徴的でその他の月では、12 月から 3 月にかけてのスキーシーズンが多くなっています。 

 観光客の 60.6％が県外からの観光客で、宿泊者の割合は 69.7％と高くなっています。 

 

図 1.5.2 白馬村目的別観光客数の推移 

出典：白馬村観光課 
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図 1.5.3 過去 5 年間の白馬村観光入込数の月変動 

出典：白馬村観光課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.5.4 白馬村観光入込客の県内・県外割合 

出典：令和 4 年長野県観光地利用者統計調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1.5.5 白馬村観光入込客の日帰り・宿泊割合 

出典：令和 4 年長野県観光地利用者統計調査結果 
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 （３）外国人旅行者の実態 

 外国人旅行者は平成 25 年以降全国的なインバウンド旅行者の増加に合わせるように増

加し、令和元年には 25 万人を超えていますが、新型コロナウイルス感染症拡大により、令

和 3 年と 4 年は急減しています。 

 白馬村の外国人旅行者の増加は、夏場に時差なくスキーが楽しめ、雪質が優れていること

から、特にオセアニア地域からの旅行者が多く、令和 2 年には全外国人旅行者の 70％を超

える割合になっています。 

図 1.5.6 白馬村外国人観光宿泊者数の推移 

出典：白馬村観光課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.5.7 白馬村外国人観光客の地域別割合の推移 

出典：白馬村観光課 
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 長野県内で外国人宿泊者数が多い市町村と白馬村を比較すると、外国人に人気のあるス

キー場を抱える白馬村と野沢温泉村では、オセアニア地域からの割合が高くなっています。 

 しかし、月別に変動をみると、野沢温泉村では外国人の多い冬期が多くなっていますが、

白馬村では冬期の観光客数も多いものの、8 月の方が多くなっており、通年を通して外国人

旅行者が増加しているまでには至っていません。 

 なお、長野市では、4 月から 6 月まで善光寺の御開帳があったため急増しています。 

 

図 1.5.8 長野県内の外国人延宿泊者数上位 6 市町村の地域別内訳 

出典：令和 4 年長野県外国人延宿泊者数調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.5.9 長野県内の外国人延宿泊者数上位 6 市町村の総観光客数の月変動 

出典：令和 4 年長野県観光地利用者数調査 
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 １．上位関連計画                              

 （１）白馬村第 5 次総合計画-後期計画（令和３年３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点 具体的な目標 

暮らし 外国人を含めた移住者と在来の住民との共生や、介護の必要な方、障がいの

ある方も共に関わりをもって安心して暮らせる地域づくり 

産 業 基幹産業である観光業と農業を中心に地域産業の活性化と新しい就労環境の

整備に努め、住民が永続的に定住し、安心して新たな創業、就業ができる環

境づくり 

ひ と 少子化対策を推進し、村の伝統文化を継承し、地域全体で将来を担う若者を

育成する地域づくり 

自 然 環境と調和した開発のルールづくりと、環境の整備によって、この恵まれた

自然、景観、伝統文化を保全し、将来世代に引き継ぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本理念】 

白馬の豊かさとは何か 

－多様であることから交流し学びあい成長する村－ 

【基本目標】 

  視点        4 つの基本目標 

 ●暮らし    『安心してみんなが暮らせる村』 

       ●産 業    『新しい仕事をつくりだす村』 

       ●ひ と    『一人ひとりが成長し活躍できる村』 

       ●自 然    『魅力ある自然を守る村』 

《基本計画における公共交通の位置づけ》 

□日常の住みよさの確保（村内の移動手段の確保） 

・平成 30 年度に策定した、白馬村地域公共交通網形成計画の具体的施策について

検討を進め、交通事業者や関係団体と協議・研究し、利便性向上を目指すとしてい

ます。また、運転免許自主返納を行った方にデマンド型乗合タクシーの利用券を

交付し、高齢者が運転免許を返納した後の移動の支援を行うとしています。 

□高齢者福祉（生活支援サービスの体制整備） 

・乗合タクシーについて利用者アンケートを実施し、運行計画の見直し等利便性の

向上に努めるとしています。 

第２章 上位・関連計画等の把握 
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 （２）白馬村総合戦略（令和元年６月改訂） 

 今後の人口減少に対応するとともに、住みよい環境を確保し、将来にわたって活力ある街

を維持するため、平成 27 年度からの６年間を計画期間とした「白馬村総合戦略」を策定し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 基本的方向 

しごと 地域経済の活性化を図り、豊かな生活を実感できる活力ある村づくりのた

め、地域資源の特徴を生かし、年間を通じた安定的な雇用の場と雇用機会を

創出します。 

ひ と 安定的な雇用の確保や子育て世代への支援など、社会増となる移住者の視

点に立った各種施策の展開により、村外からの移住や定住を促進し新しい

人の流れをつくります。 

きぼう 結婚・妊娠・出産・育児をしやすい社会環境整備を推進し、若い世代が出産

や子育てに希望を実感できる地域社会の実現を目指します。 

ま ち 誰もが住みたい、住み続けたいと感じる、暮らしやすく住みやすい、選ばれ

るまちを目指した環境整備に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【基本目標】 

 ❶地域の資源と人を活かした「しごと」を創出する 

 ❷白馬村への新しい「ひと」の流れをつくる 

 ❸若い世代の結婚・出産・子育ての「きぼう」をかなえる 

 ❹将来にわたって住み続けたい魅力ある「まち」をつくる 

計画期間の目標人口：９，０００人（目標 H32） 

《総合戦略における公共交通の位置づけ》 

□地域の特色を生かした観光振興の推進（グリーンシーズンの観光振興） 

・白馬大雪渓の観光への活用（白馬駅～大雪渓への道路拡幅と電気自動車乗り入れ

など） 

□地域の特色を生かした観光振興の推進（観光業の体力強化に向けた計画の推進） 

・白馬バレー（大町・白馬・小谷）として一体性強化のためのシャトルバスの整備 

・冬のタクシー不足解消のためのシェアライディングシステムの導入 
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 （３）白馬村都市計画マスタープラン（令和５年 3 月） 

 概ね 20 年後の白馬村のあるべき姿を展望し、その実現に向けて、村民や事業者・関係団

体と行政等が関わり合いながら、協働して取り組むべき都市計画の方向性を明らかにして

います。 

 【まちづくりの将来像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【将来都市構造】 

拠点、軸を配置し、目指すべき将来都市構造を次のように位置づけています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

人々が自然と共生しみんなでつくる 

いつまでも住み続けられる 

ハートフル・エコシティ 白馬 

～安全・安心で 誰もが心地よく暮らせる まちづくり～ 
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 【都市交通の基本方針】 

 鉄道、バス等の公共交通については、交通結節点である白馬駅周辺の機能の強化に取り組

むとともに、観光等の交流の拡大や村民の生活、少子高齢化社会等への対応に配慮しながら、

利便性の高い公共交通網の構築を目指します。（誰もが使いやすい公共交通の利便性の向上） 

 

 

 

 

 

 

 【地域づくり構想の方針】 

 地域の特性を活かしたまちづくりを行うことができる区域として 3 地域を設定し、地域

別に都市交通（公共交通）の整備方針を示しています。 

 □共通事項 

  ・自動車に過度に依存した社会から公共交通への転換を促します。 

  ・高齢者の利用に配慮した公共交通のあり方を検討します。 

・観光地の連携を支援するため、神城山麓線及び松川を渡る南北交通の機能強化につい

て検討します。 

 □北部地域 

  ・通学時間帯に利用可能な便は学校近くまで乗車できるようにするなど、利用しやすい

通学用公共交通手段を確保します。 

 □中部地域 

・白馬駅周辺の交通結節機能等の利便性の向上に取り組みます。 

【地域区分図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《公共交通の利便性向上》 

・誰もが自動車に頼らず安心して暮らせる公共交通網の拡充、構築を目指す 

・子どもやその家族の、安心で負担のない暮らしを支える公共交通の拡充を目指す 

・外国人を含めた観光客がいつでも快適に移動できる公共交通網の構築を目指す 

・村民との協働による柔軟で持続可能な公共交通を検討する 
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 （４）大北圏域 白馬都市計画（白馬村） 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

の変更（令和 5 年 5 月）長野県 

 白馬都市計画区域が含まれる大北圏域全体の将来を見据えた広域的な観点から都市づく

りの方向性を示しています。 

 《白馬都市計画区域の都市計画の目標》 

 【都市づくりの目標像】 

 

 

 

 ①都市拠点 

本圏域を南北に貫くＪＲ大糸線の駅周辺で、一般国道 148 号の沿道であり、登山やスキ

ーで訪れる観光客の玄関口としての機能を有し、圏域内の複数市町村の都市活動を支える

商業、業務、交通等の都市機能を維持・充実する都市拠点として、白馬駅周辺を位置づける。 

 

 ②地域拠点 

 都市拠点ほどの都市機能の集積を有しないものの、鉄道駅や役場の周辺であり、都市拠点

を補完し、主に村内の日常生活を支える生活サービス機能を維持・充実する地域拠点として、

信濃森上駅周辺、神城駅周辺を位置づける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

雄大な自然とのふれあいを導き、心の安らぎを生み出す美しいまち 

《都市計画区域の整備、開発及び保全の方針における公共交通の位置づけ》 

□交通体系の整備方針の中で、公共交通の整備方針を示している。 

・鉄道やバス等の公共交通機関の維持・充実を図るとともに、徒歩・自転車の利用環 

境の整備や駐車場等の適正な配置を推進することにより、車への過度な依存から

の脱却に取り組み、良好な都市環境の形成を図る。 

これら交通体系の連携強化により、信濃大町駅や白馬駅など 鉄道駅周辺の都市拠

点等を中心に、歩いて暮らせるまちづくりや観光 まちづくりの実現を目指す。 

・ＪＲ大糸線の利用促進を図るとともに、交通結節機能の維持、強化を図る。 

市町村を主体に関係機関との連携のもと、路線バスの維持やコミュニティバスの

充実等による安全・安心な地域公共交通の確保を図る。 
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【圏域構造図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 32 - 
 

 （５）白馬村立地適正化計画（令和 3 年 3 月）白馬村 

 長期的なまちづくりの視点から、おおむね 20 年程度を計画期間と定め、令和 22 年度を

目標年度としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【基本理念】 

「人々と自然が共生する 

            ハートフル・エコシティ 白馬」 

       ～ もてなし・思いやり・安心して暮らせるまちづくり ～ 

 

【まちづくりの方針】 

①白馬駅周辺を主要拠点とした医療・福祉・商業の連携による魅力的な都市機能の集積

と、観光の主要基地とした都市内外交流の実現 

②神城駅周辺を拠点とした都市機能の集積による生活利便性の確保 

③居住・都市機能、生活サービス機能がバランスよく配置された子どもから高齢者まで

も誰もが暮らしやすい都市の形成 

④一部自動車交通も容認しつつ公共交通ネットワークによる利便性の確保 

⑤水と緑と雪が村民のこころのよりどころとなり、観光資源ともなるまちづくりの実現 

【課題解決のための誘導方針の設定】 

 １）JR 白馬駅を中心とした中心市街地の都市機能の向上 

 ２）それぞれの JR 駅周辺地域の役割の明確化 

 ３）誰もが安心して暮らし続けるために必要な機能の適正配置 

 ４）居住環境と観光産業の共存と調和 
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【都市の骨格構造】 
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【都市機能誘導区域】 

 ２つの地区を都市の拠点となるべき地区と位置付け、都市機能誘導区域を設定します。 

① 白馬駅周辺地区 

  ・都市サービス機能の中枢としての機能強化 

  ・周辺集落を含む、白馬村北部・西部の生活拠点としての生活サービス機能の集積 

  ・観光客の来訪を促す流の場としての機能強化 

 ②神城駅周辺地区 

  ・周辺集落を含む、白馬村南部の生活拠点としての生活サービス機能の集積 

【居住誘導区域】 

 居住誘導区域を定めることが考えられる区域は、次に示す区域です。 

 ・都市機能や居住が集積している都市の中心拠点及び生活拠点並びにその周辺区域 

 ・都市の中心拠点及び生活拠点に公共交通により比較的容易にアクセスすることができ、

都市の中心拠点及び生活拠点に立地する都市機能の利用圏として一体的である区域 

 ・合併前の旧市町村の中心部等、都市機能や居住が一定程度集積している区域 

 

《都市機能誘導区域及び居住誘導区域》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市機能誘導区域面積 75.1ha 

（白馬都市計画区域の 1.0％） 

居住誘導区域面積 217.2ha 

（白馬都市計画区域の 3.0％） 

神城駅周辺地区 
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【誘導施策における公共交通に関する基本方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆高齢化に伴う移動手段として、公共交通の利便の向上を図ります。 

◆村民・観光客それぞれのニーズに合った公共交通網の構築を図ります。 

◆JR 大糸線を補完する公共交通網の構築を図ります。 

◆ 

《具体的誘導施策》公共交通ネットワークの利便向上 

〇白馬駅周辺等における歩行空間の安全性を確保し、公共交通利用環境の改善を図る

ことで、公共交通の利用を促進します。 

〇都市機能誘導区域及び居住誘導区域を優先エリアとして、公共交通網形成計画に基

づき、公共交通による移動手段の確保・維持を図ります。 

〇JR 大糸線及びデマンド型乗合タクシーのあり方の見直しによる利便性の向上や、そ

の他の公共交通による交通手段の導入に向けた取り組みにより、居住誘導区域の円

滑な移動手段を確保します。 
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 ２．各種まちづくり戦略                           

 （１）白馬村観光地経営計画（平成 28 年 3 月）白馬村 

 この計画は、刻々と移り変わる社会環境の中で、地域経営的な視点を取り入れて、経営に

資する資源を捉えその状況を把握した上で、白馬村が観光地として目指すべき姿や進むべ

き道、実施すべき施策・プロジェクトなどを示すとともに、これらを確実に実行し、必要な

改善を施しながら継続していくための体制や方策も同時に提示したものです。 

 【計画の期間】 

  平成 28 年度から令和 7 年度までの 10 年間 

 【観光地経営に向けた計画課題】 

  ❶地域経済と観光の競争力強化・安定化に関する課題 

  ・外国人の滞在スタイルの変化に合わせた村内移動交通手段の充実 

  ❷観光地としての文化的・社会的な発展・向上に関する課題 

  ・リゾート地に相応しい楽しさや心地よさ、環境へ配慮した移動手段、二次交通の充実 

  ❸観光地としての持続可能性を高める基盤に関する課題 

  ・広域的な視点や多様な関係者の連携による取り組み 

 【理念、戦略重点プロジェクト、目標像】 
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 【後期の取り組み方針】 

 計画策定時の目標像を基本としつつ、後期は「世界水準」「オールシーズン」をより意識

し、具体化していく。 
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 （２）白馬村高齢者福祉計画（令和 6 年 3 月）白馬村 

 この計画は、地域包括ケアシステムの考え方に立脚しつつ、高齢者一人ひとりの安心、健

康、生きがい、誇りを確保・向上するという観点から、策定しています。 

 【計画の期間】 

  令和 6 年度から令和 8 年度までの 3 年間 

 【基本理念と目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目標を実現するための施策展開の中で、公共交通に関連して次のような施策の展開を示

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《在宅生活への支援強化》 

①公共交通（乗合タクシー運行事業） 

 デマンド型乗合タクシーは、令和 6 年度以降、観光 AI デマンドや下校時のスクー

ルバスとの統合により、従来と形は異なりますが、利用に対するサポート体制の充

実を図ります。 

②福祉輸送サービス事業 

 心身の状態により公共交通機関の利用が困難な高齢者に対し、医療機関への移送

を支援します。 

③配食サービス事業 

 買い物や調理が困難な高齢者に対し、栄養バランスのとれた食事を提供するとと

もに、配達時には利用者の安否確認を行います。 

④ファミリー・サポート・センター事業 

 地域の子育て支援のほか、高齢者や障がい者の生活支援を受けたい人と行いたい

人が会員となり、支え合う会員組織です。留守番、買い物代行、病院への付き添いな

ど、専門性を必要としない軽度な支援を行います。 

基本理念   つながり 支え合う 豊かなむらづくり 

【目指すべき姿（目標）】 

 目標 1 健康寿命延伸 

 目標 2 在宅生活への支援強化 

 目標 3 地域包括ケアシステムの深化 

 目標 4 安全・安心な暮らしの推進 
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 （３）白馬村障害者計画・障害福祉計画・障害児福祉計画（令和 6 年 3 月）白馬村 

 誰もが地域でいきいきとし安心して暮らせるまちづくりの実現に向けた障がい福祉サー

ビスや相談支援、地域生活支援等を提供する体制を構築していくことを目指しています。 

 【計画の期間】 

  第４期白馬村障害者計画  ：令和６年度から令和 11 年度までの 6 年間 

  第７期白馬村障害福祉計画 ：令和６年度から令和８年度までの 3 年間 

  第３期白馬村障害児福祉計画：令和６年度から令和８年度までの 3 年間 

 

 【計画の基本理念】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【基本計画】 

   ❶地域における自立生活の支援 

   ❷社会参加の促進と就労支援 

   ❸人にやさしいまちづくり 

 

施策の展開の中で、公共交通に関連して次のような施策の展開を示しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《人にやさしいまちづくり》 

 ・スポーツ施設や公民館等、各種公共施設のバリアフリー化と、移動手段の充実に

よる、障がいのある人が利用しやすい環境の整備に努めます。 

 ・信州パーキング・パーミット制度の普及を進めていきながら、公共施設における

車イス使用車両等の駐車場の確保に努めます。 
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 （４）白馬村ゼロカーボンロードマップ（令和 6 年５月）白馬村 

 地球環境が変化する中で、白馬村の類いまれな自然環境を残し続けたいという願いを現

実にするには、村や人が変わっていく必要がある。そんな思いから、白馬村のゼロカーボン

への歩みはつながってきています。 

 本ロードマップは、令和 2 年 2 月に宣言された「白馬村ゼロカーボンビジョン」の実現

に向け、具体的な取組の組み立て及び推進を促すことを目的に策定しています。 

《白馬村の目指す未来》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《白馬村のＣＯ２排出削減目標》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 41 - 
 

《4 つの重点領域》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《移動、運輸、交通のスケジュール》 
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 １．交通機関別の運行状況、利用状況                     

 （１）現況の公共交通網 

 白馬村の公共交通は以下に示すとおりであり、ＪＲ大糸線を軸として、路線バス等の各種

バス、地域内移動を支援する白馬デマンドタクシーが運行しています。 

 

表 3.1.1 白馬村の公共交通一覧 

 交通機関 運行概要 等 事業者 

① 鉄道 

（ＪＲ大糸線） 

南神城駅、神城駅、飯森駅、白馬駅※、信

濃森上駅※ 

下線は特急停車駅 

※は、大糸線臨時増便バスの停車駅 

東日本旅客鉄道(株) 

② 路線バス 

（季節運行） 

・栂池線 

（白馬駅～八方～落倉～栂池～白馬乗鞍） 

※村内は白馬駅～落倉まで 

アルピコ交通(株) 

・猿倉線 

（白馬駅～八方～猿倉） 

アルピコ交通(株) 

③ 高速バス ・新宿白馬線 

（バスタ新宿～白馬八方、栂池高原） 

アルピコ交通(株) 

（京王バス） 

④ 特急バス ・長野白馬線 

（長野駅東口～白馬八方、白馬乗鞍） 

・白馬扇沢線 

※令和 6 年度運行なし 

アルピコ交通(株) 

 

⑤ 白馬デマンドタ

クシー 

・ふれ AI 号 

・白馬ナイトデマンドタクシー 

（冬期運行） 

白馬村 

⑥ その他バス ・HAKUBAVALLEY シャトルバス 

・白馬八方尾根・白馬岩岳・栂池高原シャ

トルバス 

・Hakuba47 無料シャトルバス 

アルピコ交通(株) 

白馬観光開発(株) 

 

(株) 白馬フォーティ

セブン 

スクールバス 白馬村 

⑦ タクシー 配車：大町市、白馬村、小谷村 

   池田町、松川村、松本空港 

アルプス第一交通 

配車：大町市、白馬村、小谷村 アルピコタクシー 

配車：白馬村内 白馬観光タクシー 

⑧ 福祉輸送サー

ビス 

利用要件をすべて満たす方を対象 

予約が必要 

白馬村社会福祉協議

会 

  

第３章 公共交通の現状分析 
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図 3.1.1 村内の公共交通図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

路線バス

特急バス

高速バス

大糸線増便バス

スキー場

● 主要公共施設

凡例

※白馬デマンドタクシ

ーが村内で運行 

※冬季にスキー場のシ

ャトルバスが運行 
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 （２）鉄道 

 ＪＲ大糸線は、松本市の松本駅から新潟県糸魚川駅を結ぶ鉄道であり、南小谷駅以南はＪ

Ｒ東日本、以北はＪＲ西日本の管轄です。全線単線ですが、中央本線を経由して新宿、名古

屋から特急が白馬駅又は南小谷駅まで直通運転されています。 

 なお、名古屋からの特急運行は、運転日指定の運行です。 

 白馬駅、神城駅以外は無人駅であり、乗車人数は 20～30 人程度と考えられます。 

 白馬駅の 1 日平均乗車人数の推移をみると、令和元年には 300 人程度まで減少し、さら

に新型コロナウイルス感染症拡大により、令和 2 年に 173 人まで減少しましたが、その後

回復傾向にあり、令和 5 年には 271 人まで回復しています。 

 白馬駅の運行本数は、上下合わせると 30 本であり、信濃森上駅同様、大糸線臨時増便バ

スの運行分を含んでいます。 

白馬駅の降車人数は、12 月～2 月の冬のスキーシーズンと 7 月～8 月の夏の観光シー

ズンがピークとなっています。新型コロナウイルス感染症拡大により冬の降車人数が令和 4

年には 2,000 人/月まで減っていましたが、令和 4 年には 1 万人/月まで増加しています。 
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図 3.1.1 白馬駅、神城駅の 1 日平均乗車人数の推移 

出典：ＪＲ東日本資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.2 白馬駅の月別降車人数の推移 

出典：ＪＲ東日本白馬駅資料 
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表 3.1.2(1) 各駅の状況 

信濃森上駅 

《1 日乗車人数》25 人（平成 23 年） 《運行本数》上り 15 本、下り 14 本 

《特徴》・トイレと簡易な待合室が設置され、隣接地に簡易郵便局がある無人駅 

    ・夜間上り信濃大町駅行き快速が停車、上り松本駅行き直通が昼間 1 本停車 

《課題》・北側国道沿いに岩岳新田バス停があり、路線バス栂池線、特急長野白馬線が利

用できるが駅から 500ｍ離れ、案内も無い。 

    ・白馬岩岳方面の玄関口に立地するが、駅がその機能を果たしていない。 

  ■駅舎と駅前広場            ■待合室 

 

 

 

 

 

 

 

 

白馬駅 

《1 日乗車人数》271 人（令和 5 年） 《運行本数》上り 14 本、下り 16 本 

《特徴》・白馬村の玄関口となる駅で、東京や名古屋方面の特急電車が停車する。 

    ・村内の主要バス路線の結節点ともなっており、タクシーも常駐している。 

    ・構内に足湯があり、広場に隣接して観光案内所や飲食店、土産物店もある。 

《課題》・外国人利用者も多く見込まれるが、乗換えや利用方法に対する具体的な案内標

示や外国語による標示が少なくわかりにくい。 

    ・特急電車の本数が少なく、待合スペースも不足している。冬期の特急あずさ到

着時には、送迎用車両によりバスが駅前広場に入れないことがある。 

    ・駅と二次交通、周辺観光施設の関連性が整理されていないのでわかりにくい。 

  ■駅舎と駅前広場            ■構内の足湯 

 

 

 

 

 

 

 

 

※信濃森上駅は無人駅のため、乗車人数はデータのある最新のものを記載  
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表 3.1.2(2) 各駅の状況 

飯森駅 

《1 日乗車人数》20 人（平成 23 年） 《運行本数》上り 10 本、下り 10 本 

《特徴》・トイレと簡易な待合室が設置された無人駅 

    ・上り松本駅行き直通が昼間 1 本停車 

《課題》・白馬五竜スキー場、HAKUBA47 の案内板があるが、そこまでの二次交通がな

い。アクセス道路もわかりにくい。 

    ・駅前の広場が未舗装であり、近隣住民の利用が主と考えられる。 

  ■駅舎                 ■待合室 

 

 

 

 

 

 

 

 

神城駅 

《1 日乗車人数》33 人（令和 5 年） 《運行本数》上り 12 本、下り 11 本 

《特徴》・白馬五竜観光協会やミニギャラリーが併設されている。 

    ・白馬五竜方面への玄関口であり、臨時便であるが、名古屋方面の上下特急、新

宿方面からの夜行快速が停車する。 

    ・エスカルプラザへの無料シャトルバスが運行している。 

《課題》・案内板やガイドマップはあるが、ばらばらに配置されており、初めて訪れた観

光客にはわかりにくい。 

    ・駅と二次交通、周辺観光施設の関連性が整理されていないのでわかりにくい。 

  ■駅舎                 ■待合室のミニギャラリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

※飯森駅は無人駅のため、乗車人数はデータのある最新のものを記載  
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表 3.1.2(3) 各駅の状況 

南神城駅 

《1 日乗車人数》21 人（平成 23 年） 《運行本数》上り 10 本、下り 10 本 

《特徴》・トイレと簡易な待合室が設置された無人駅でＪＲ東日本最西端の駅である。 

    ・上り松本駅行き直通が昼間 1 本停車 

《課題》・国道 148 号に案内標識が無く、駅の存在がわからない。 

    ・ふれ AI 号の乗降ポイントになっているが、村のホームページで確認しないと具

体的な利用方法がわからない。 

  ■駅舎                 ■待合室 

 

 

 

 

 

 

 

 

※南神城駅は無人駅のため、乗車人数はデータのある最新のものを記載 
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 （３）路線バス 

 路線バスは、白馬大雪渓・白馬岳方面への登山口である猿倉荘を連絡する猿倉線、小谷村

の栂池高原、白馬乗鞍方面を連絡する栂池線の 2 路線があります。 

 【栂池線】 

 利用者数は、令和元年に新型コロナウイルス感染症拡大により 200 人程度となりました

が、令和 5 年には白馬駅行きが 6,400 人、栂池行きが 4,500 人まで回復しています。 

 令和 5 年 8 月の乗降者数の多いバス停は、栂池行きが白馬駅、八方、岩岳マウンテンリ

ゾート、乗鞍高原の 4 個所です。白馬駅行きは、栂池高原、岩岳マウンテンリゾート、八

方、白馬駅などが多くなっています。 

 

図 3.1.3 路線バス網図 

出典：アルピコ交通株式会社資料（令和 6 年 4 月現在） 
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図 3.1.4 栂池線の乗車人数の推移とバス停別の乗降者数 

出典：アルピコ交通株式会社資料 

バス停別の乗降者数は R5 年 8 月の資料 
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【栂池線時刻表】 
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【猿倉線時刻表】 
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 （４）高速バス 

 定期的に新宿と白馬村を結ぶ高速バスが、上下 6 便ずつ運行しています。新宿～白馬間

の運賃は、固定運賃と変動型運賃の 2 種類があり、固定運賃も曜日によって異なっていま

す。新宿～白馬間で、変動型運賃が 4,300 円から、固定運賃が 5,800 円から 7,000 円ま

でとなっています。夜行便は 1,400 円の割り増しになっています。 

 

高速バス路線図（白馬～新宿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （５）特急バス 

 １）白馬～扇沢（アルペンライナー） 

 白馬コルチナと立山黒部アルペンルートの長野県側の起点扇沢駅を連絡するバスで、6

月から 10 月まで運行していましたが、令和 6 年度は運行していません。 

 

 

特急バス路線図（白馬コルチナ～扇沢） 
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 2）長野～白馬 

 定期的に長野駅と白馬村を結ぶ特急バスで、白馬行きは毎日 7 便、長野行きは毎日 5 便、

平日 1 便、土日祝 1 便の運行となっています。 

長野駅～白馬間は、片道大人 1 名 2,500 円で運行しています。 

 

特急バス路線図（長野駅東口～白馬乗鞍） 
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【特急バス（長野～白馬線）時刻表】 
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 （６）白馬村 AI オンデマンド乗合交通（白馬デマンドタクシー） 

  １）運行目的 

  AI オンデマンド乗合交通を運行することにより、白馬村内における生活交通手段及び

観光交通手段を確保し、公共の福祉の増進及び地域経済の活性化に寄与することを目的

としています。 

 

  ２）運行方法 

  実施主体：白馬村  運行主体：一般乗合旅客自動車運送事業者 

 

  ３）運行内容 

 ふれ AI 号 白馬ナイトデマンドタクシー 

運行期間 365 日（毎日運行） 令和 6 年 12 月 16 日～令和 7 年 3 月 16 日) 

運行時間 8 時から 17 時まで 17 時から 23 時まで 

利用対象者 村民、観光客（誰でも利用可能） 

乗降場所 93 箇所 34 箇所 

※令和７年 2 月現在 

  ４）予約方法 

ふれ AI 号 白馬ナイトデマンドタクシー 

・アプリ：すべての方(24 時間、365 日予約可能) 

・電話：村民のみ(平日 8 時 30 分～17 時) 

・乗車の 3 日前から当日まで予約可能 

・アプリ予約のみ 

・乗車日当日の午前 9 時から予約可

能 

 

  ５）利用料金 

料金体系 ふれ AI 号 白馬ナイトデマンドタクシー 

1 乗車 300 円 500 円 

65 歳以上の方、身体障害者手帳、療

育手帳及び精神障害者保健福祉手帳を

所持する方、アプリ内クレジット決済

の方 

270 円 450 円 

65 歳以上の方、身体障害者手帳、療

育手帳及び精神障害者保健福祉手帳を

所持する方でアプリ内クレジット決済

の方 

243 円 405 円 

デジタル定期パス 1,000 円/日 

5,000 円/月 

運行期間中（5,000 円） 
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■ふれ AI 号の利用案内 
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■白馬ナイトデマンドタクシーの利用案内 
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  ８）運行実績 

  令和５年度までの AI オンデマンド乗合交通の運行実績は次のとおりです。 

表 3.1.3  AI オンデマンド乗合交通の運行実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実施時期 令和4年度冬 令和5年度夏 令和5年度冬

実証期間
令和4年12月19日（月）
～令和5年2月28日（火）

（72日間）

令和5年7月1日（土）
～令和5年9月30日（土）

（33日間）

令和5年12月18日（月）
～令和6年2月29日（木）

（74日間）

運行時間 17時～22時 8時～17時 17時～23時

予約方法
当日予約（9時～）
最終予約（22時運行終了
できるように）

前日15時から予約開始
最終予約（17時運行終了
できるように）

当日予約（9時～）
最終予約（23時運行終了
できるように）

車両台数 3台（8人乗り） 3台（8人乗り）
4台（8人乗り3台、
コミューター1台）

運賃 無料 無料
500円/回

住民向け乗り放題プラン
（3000円/人）

乗降拠点
設置個所

数

22箇所
（仮想バス停）

26箇所
（仮想バス停）

29箇所
（仮想バス停）

アプリ
登録者数

3,939 1,083 4,620

外国人
アプリ

登録者数

2,875
（73.0％）

71
（6.6％）

3,206
(69.0%)

予約件数 4,826 1,161 3,768

乗車人数 12,000 2,079 8,926

サービス
満足度

91% 91% 94%

相乗り率 73.2% 49.0% 47.0%

注）運行結果の数値は、SWAT MOBILITY資料より
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  ９）運転免許証自主返納支援事業 

  白馬村では、高齢者等の交通事故を防止するための対策として、運転免許証を自主返納

した方に、白馬村乗合タクシー（白馬ふれ愛号）の無料利用券を交付していましたが、令

和 6 年 4 月からの AI オンデマンド乗合交通への移行により、次のように変更されまし

た。 

  令和 6 年 4 月以降に警察署などで運転免許証の取消手続きを行った後、公安委員会が

発行した「申請による運転免許の取消通知書」と印鑑を持参し、白馬村総務課の窓口で申

請書を記入すると、これまでと同様に 1 回に限って白馬デマンドタクシーの無料利用券

33 枚（11 枚綴りの回数券 3 冊）を交付しています。 

  過去の利用者数は年間 20 人前後で、令和元年は 36 人利用していますが、その後減少

しています。 

 

図 3.1.5 運転免許証自主返納支援事業利用者数の推移 

出典：令和 4 年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告書（白馬村健康福祉課） 
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 （７）その他バス 

  １）観光シャトルバス 

  その他観光事業者等が運行しているシャトルバスがありますが路線は複雑です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

名称
HAKUBAVALLEY
シャトルバス

白馬八方尾根・白馬岩岳
栂池高原シャトルバス

Hakuba47
無料シャトルバス

路線
HV-A おおまち号

HV-B はくば・おたり号

グリーンライン
ブルーライン
レッドライン

エイブル白馬五竜
　ESCALPLAZA行き
エイブル白馬五竜

　IIMORI行き
Hakuba47

WinterSportsPark行き
トライアングル
シャトルバス

HAKUBAVALLEYHV-B

運行時期

2023年の場合
HV-A おおまち号
12/16～翌3/24

HV-B はくば・おたり号
12/16～翌3/31

2019年の場合
4/27～5/6（毎日）
7/13～8/25（毎日）

9/14～11/4（土日祝）

2023年の場合
12/16～翌3/31

運行本数

HV-A おおまち号
3便

HV-B はくば・おたり号
42便

グリーンライン8便
ブルーライン8便
レッドライン9便

エイブル白馬五竜
　ESCALPLAZA行き
　７ルート2～8便
エイブル白馬五竜

　IIMORI行き
4ルート各4便

Hakuba47
WinterSportsPark行き

6ルート2～5便
トライアングル

シャトルバス16便
HAKUBAVALLEYHV-B

6便

料金
大人600円

小人300円（6歳～11歳）
5歳以下　無料

1日フリーチケット
大人500円、小人250円

1回乗車チケット
大人300円、小人150円

大人600円、小人300円
5歳以下無料
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  ①HAKUBAVALLEY シャトルバス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②白馬八方尾根・白馬岩岳・栂池高原シャトルバス 
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  ③Hakuba47 無料シャトルバス 
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  ２）スクールバス 

  白馬村では、令和 2 年度から 2 つの小学校の児童を対象にスクールバス事業を行って

きました。その経緯については次のとおりです。令和 2 年度と令和 3 年度は、新型コロ

ナウイルス感染症拡大により、冬期のみの運行となっています。 

表 3.1.4 スクールバス事業の経緯 

年度 項目 内容 

２ 運行期間 

運行車両 

運行委託料 

対象児童 

 

11 月 2 日～翌年 2 月 26 日 

大型バス 3 台、マイクロバス 1 台、タクシー1 台 

14,098,400 円 

・白馬北小学校：落倉、切久保、どんぐり、山麓、和田野、みそら野、

エコーランド、野平、嶺方 

・白馬南小学校：めいてつ、飯森の一部、（堀之内、三日市場） 

３ 運行期間 

運行車両 

 

対象児童 

10 月 4 日～11 月 5 日、翌年 1 月 7 日～3 月 16 日 

大型バス 3 台、マイクロバス 1 台、タクシー3 台、ジャンボタクシ

ー1 台 

・白馬北小学校：落倉、切久保、山麓、和田野、みそら野、エコーラ

ンド、野平、嶺方 

・白馬南小学校：めいてつ、飯森の一部、内山、【 堀之内、三日市場 ：

冬季のみ】 

・白馬中学校：落倉 

４ 運行期間 

運行車両 

対象児童 

7 月 4 日～7 月 22 日、11 月 29 日～翌年 3 月 15 日 

大型バス 3 台、マイクロバス 1 台、タクシー4 台 

・白馬北小学校：落倉、切久保、どんぐり 、和田野、みそら野、エコ

ーランド、野平、嶺方 、通 

・白馬南小学校：めいてつ、飯森の一部、内山、【 堀之内、三日市場 ：

冬季のみ】 

・白馬中学校：落倉 

５ 運行期間 

 

運行委託料 

対象児童 

 

小学校：7 月 3 日～7 月 21 日、11 月 29 日～翌年 3 月 15 日 

中学校：11 月 29 日～翌年 3 月 18 日 

18,609,340 円 

・白馬北小学校：落倉、切久保、どんぐり 、和田野、みそら野、エコ

ーランド、野平、嶺方 、通 

・白馬南小学校：めいてつ、飯森の一部、内山、【 堀之内、三日市場 ：

冬季のみ】 

・白馬中学校：落倉 

６ 運行期間 

対象児童 

7 月 1 日～7 月 24 日、11 月 25 日～翌年 3 月 13 日 

・白馬北小学校、白馬南小学校 

通学距離が 3.5km 以上の児童 

注）白馬村教育委員会事務局教育課資料より各年度把握できる内容を抽出  
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  スクールバスの利用者数は、登校が 7,000 人、下校が 6,000 人前後で推移しています

が、乗車率は減少傾向にあります。下校時は、放課後の習い事があるなどの理由で、利用者

が少なくなっています。 

  また、乗車率が減少傾向にある理由としては、新型コロナウイルス感染症やインフルエン

ザの陽性児童が複数報告されたことなどが要因となっていると考えられます。 

 

図 3.1.6 スクールバスの利用者数と乗車率の推移 

出典：各年度白馬村スクールバス試験運行に係る報告書 
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  令和 3 年度と令和 5 年度に実施されたアンケート結果によると 

  ・スクールバスの満足度は、85％が満足 

  ・改善点は、運行対象者 

  ・夏期の運行期間は、もう少し長くして欲しいが 54％ 
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 （８）タクシー 

 村内で営業活動を行っているタクシー会社は 3 社あります。 

 3 社とも AI オンデマンド乗合交通の運行主体になっています。 

 資料の提供を受けた 1 社の輸送実績を整理すると、輸送のピークは 12 月～3 月の冬期であ

り、スキー客の輸送が影響しています。 

 外国人のスキー客が増加しているため、外国語の同時通訳サービスも実施しています。 

表 3.1.5 白馬村のタクシー会社 

会社名 配車可能地域 特色 

アルピコタクシー株式会社 白馬村、小谷村 車両数 7 台 

アルプス第一交通株式会社 

白馬営業所 

白馬村、大町市、池田町 

松川村、小谷村他 

車両数 39 台 

白馬観光タクシー株式会社 白馬村 車両数 12 台 

出典：長野県版タクシーサイト 

 

図 3.1.7 過年度の年別・月別輸送実績 

出典：アルピコタクシー株式会社資料 
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（９）福祉輸送サービス 

 白馬村社会福祉協議会では、公共交通を利用することが困難な高齢者や障がい者ために、

通院や福祉施設通所のために福祉輸送サービスを行っています。 

 平成 22 年 4 月よりサービスを開始し、毎年 13 人くらいが登録して利用しています。 

総利用回数は、令和 2 年の 528 回から年々減少傾向にあります。 

 

図 3.3.1 福祉輸送サービスの概要 

出典：白馬村社会福祉協議会 
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令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

白馬村乗合タクシー
白馬ふれ愛号

（利用対象者：令和元
年度～令和4年度（50
歳以上、妊婦、障がい
者等）令和5年度以降

（制限なし）

【通常運行】
月曜～金曜
南北各8便

1乗車300円
無料6歳未満

50歳以上
8,305人利用

運行は3社

【実証運行】
5月～10月
17時便運行
土日祝日運行

【通常運行】
月曜～金曜
南北各8便

1乗車300円
無料6歳未満

50歳以上

運行は3社

【通常運行】
月曜～金曜
南北各8便

1乗車300円
無料6歳未満

50歳以上
6,662人利用

運行は3社

【通常運行】
月曜～金曜
南北各8便

1乗車300円
無料6歳未満

50歳以上
7,447人利用

運行は2社

【通常運行】
月曜～金曜
南北各8便

1乗車300円
無料6歳未満
年齢制限なし

運行は2社

【通常運行】
ふれAI号
毎日運行

8時～17時
1乗車300円

割引き有
無料未就学児
年齢制限なし

車両3台
運行は4社

ナイトシャトルバス
元気号

（利用対象者：村民、
観光客）

12月～翌1月
4系統全16便
5,698人利用
内、外国人
96.3％

12月～翌3月
3系統全10便
966人利用
内、外国人
36.4％

休止 【実証運行】
12月～翌2月
白馬ﾅｲﾄﾃﾞﾏﾝ
ﾄﾞﾀｸｼｰ
無料
1.2万人利用

【本格運行】
夏・冬2回
白馬ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸ
ｼｰ
夏は無料
冬は500円/回
夏2,079人
冬8,926人
利用

【本格運行】
12月～翌3月
白馬ナイトﾃﾞﾏﾝ
ﾄﾞﾀｸｼｰ
1乗車500円
割引き有
車両4台

スクールバス
（利用対象者：白馬北
小、南小、白馬中の児

童生徒）

11月～翌2月
白馬北小
白馬南小
大型バス3台
ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ1台
タクシー1台
対象児童は地区
で選定

10月～11月
翌1月～3月
白馬北小
白馬南小
白馬中
大型バス3台
ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ1台
タクシー3台
ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀｸｼｰ1台
対象児童は地区
で選定

7月
翌1月～3月
白馬北小
白馬南小
白馬中
大型バス3台
ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ1台
タクシー4台
対象児童は地
区で選定

7月
11月～翌3月
白馬北小
白馬南小
11月～翌3月
白馬中
大型バス3台
ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ1台
タクシー4台
対象児童は通
学距離で選定

7月
11月～翌3月
白馬北小
白馬南小
白馬中
大型バス
ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ
通学距離が
3.5km以上の児
童

備考

新型コロナ感染
症拡大により利

用者減少

 ２．公共交通施策の取組状況                          

 白馬村でこれまで取り組んできた公共交通施策を経年的に整理すると次のとおりです。

着色部分は、前計画から新たに取り組んだものです。 

表 3.2.1 白馬村の公共交通施策の経緯 
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 ３．近隣自治体の公共交通サービス状況                     

 近隣自治体の公共交通サービスについて、大町市と小谷村の状況を整理しました。 

 （１）大町市 

 大町市では、大町市民バスふれあい号を月曜日から金曜日まで運行しています。 

 現金乗車が 1 人 1 乗車につき大人 200 円、小人 100 円で、障がい者等には 50％の割引

運賃が適用されています。 

 市内に 11 コースが設定されており、一部区間に停車場以外でも自由に乗降できる「フリー

乗降区間」が設けられています。 

 常盤東コースは、事前に電話で予約した人の家を順次まわりながら、目的の停留所で降ろす

「電話予約制・乗合タクシー方式」で運行されています。運賃は大人 300 円、高校生以下 200

円です。 

 令和 6 年度の予算資料によると、市民バスの運行費用として約 1 億円が計上されています。 

 

図 3.4.1 大町市民バスふれあい号予約制・乗り合いタクシー方式の概要 

出典：大町市ホームページ 
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図 3.4.2 大町市民バスふれあい号路線図と概要 

出典：大町市ホームページ 
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 （２）小谷村 

 小谷村では、村営バスが 4 路線運行されています。 

 小谷線と栂池線は、区間運賃制ですが、土谷線と北小谷線は一律 200 円です。 

 小谷線と栂池線は、平日・土・日・祝日とも同じダイヤで運行されていますが、土谷線と北

小谷線は平日のみの運行です。 

  

 

 

 

 

図 3.4.3 小谷村営バス路線図 

出典：小谷村ホームページ 
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 １．白馬村が運行する公共交通の利用実態によるニーズの把握             

（１）利用状況と運行経費の状況 

 １）ふれ愛号（令和 6 年度からふれ AI 号） 

  ふれ愛号の登録者数は、700 人程度で推移しましたが、ふれ AI 号運行開始後に 1,000

人を超え、令和 5 年度から 1.6 倍に増加しました。また、ふれ愛号の年間乗客数は、7,000

人前後で推移しましたが、ふれ AI 号運行開始後は、1.7 万人程度の想定であり、大幅に増

える見込みです。登録者や乗客数が増加した要因としては、毎日の運行や誰でも利用できる

点、アプリによる使いやすさの向上などが考えられます。 

  なお、運行経費は、ふれ AI 号運行開始により、約 2,000 万円増加しています。 

 
図 4.1.1 ふれ愛号（令和 6 年度からふれ AI 号）の利用状況等の推移 

資料：白馬村資料（令和 2 年度の登録者数、年間乗客数は、新型コロナウイルス感染症の影響

で統計無） 
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 ２）ナイトシャトルバス（令和４年度から白馬ナイトデマンドタクシー） 

  ナイトシャトルバスは、令和３年度に休止し令和４年度から白馬ナイトデマンドタクシー

の運行を開始しました。 

  令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大により、利用者が減少しました。令和 4 年度

の白馬ナイトデマンドタクシーは、料金が無料であったこともあり、大幅に増加し、1 万人

を超える利用者がありました。 

  なお、令和 6 年度の運行経費（見込み）は、約 1,720 万円/年です。 

図 4.1.2 年間乗客数の推移 

資料：白馬村資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３）スクールバス 

  スクールバスは、令和 2 年度から運行を開始し、令和 4 年度以降は夏 1 箇月運行が増え

たので、利用者数も増加しています。 

  しかし、乗車率は年々減少しており、特に下校時の方が低くなっています。 

  なお、令和 5 年度の運行経費は、約 1,860 万円/年です。 

 

図 4.1.3 スクールバスの利用状況の推移 

資料：白馬村資料 

※令和 2～3 年度は 4 箇月、令和 4～5 年度は 5 箇月運行 
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（２）75 歳以上高齢者の利用実態 

 白馬村の 75 歳以上高齢者数は、令和 6 年 9 月現在、1,521 人（全体の 18.1％）であり、

ＪＲ大糸線沿線に居住しています。そのうち、1 人世帯は、411 世帯です。 

 令和 5 年度ふれ愛号登録者 718 人のうち、75 歳以上の方は 120 人（16.7％）です。 

村民の 75 歳以上ふれ愛号※登録者資料（令和 5 年度）と地区別高齢者人口集計表（令和 6 年

4 月 1 日）を使用して、75 歳以上の一人暮らし世帯の状況を整理すると、次のとおりです。 

 75 歳以上の一人暮らし世帯が多い地区は、白馬駅周辺と神城駅周辺の地区であり、75 歳

以上一人暮らしのふれ愛号の登録割合は、信濃森上駅周辺と神城駅と南神城駅の中間地区が多

くなっています。 

図 4.1.4 75 歳以上で一人暮らしの方の居住地区及びふれ愛号登録状況資料 

：地区別高齢者人口集計表（令和 6 年 9 月 1 日現在） 

※：令和 5 年度の資料は、ふれ AI 号運行開始前のため、ふれ愛号と表示（以下、同様） 

 

■75 歳以上一人暮らし人数        ■75 歳以上一人暮らしのふれ愛号登録割合 
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図 4.1.5 全人口及び 75 歳以上人口の地区別分布 

資料：地区別年齢別人口集計表（令和 6 年 9 月 1 日現在） 

 

■全年齢の人口分布               ■75 歳以上人口の分布 
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（３）75 歳以上のふれ愛号利用回数 

 75 歳以上のふれ愛号利用回数は、令和 5 年度の資料によると、10 回未満が約半数を占

め、0 回も 26.0％で、逆に 100 回を超える利用者も 10％近くなっています。 

 75 歳以上の一人暮らしの人も同様の傾向にあります。 

 

図 4.1.6 75 歳以上の方のふれ愛号利用回数 

資料：村民の 75 歳以上ふれ愛号登録者資料（令和 5 年度） 

 

■75 歳以上のふれ愛号利用回数（令和 5 年度） 
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（４）75 歳以上のふれ AI 号利用 OD 

 １）ふれ AI 号利用者全体の乗降状況 

 ふれ AI 号全体利用者 8,711 人（令和 6 年 4 月 1 日～8 月 31 日 153 日間）の利用 OD

をみると、最も多い利用区間は、ザ・ビック白馬店からエコーランドロータリー（エコーラン

ド別荘地）延べ 162 人、白馬町交流センターから風切り地蔵前（落倉別荘地）で延べ 132 人

であり、この 2 つの別荘地での利用が、100 人を超えています。 

 目的地については、商業施設や観光施設、駅、病院など目的地は多岐にわたっています。 

 目的地が村内全域に広がっているため、目的地を往復する利用が目立っており、一般タクシ

ーに近い利用が多くなっています。 

 出発地については、利用者全体では、観光施設からの利用や商業施設からの利用が目立ちま

すが、中山間地の集落からの利用もみられ、これら集落で自動車を利用できない方の移動手段

として活用されていることがわかります。 

 また、片方向の利用が多い駅や商業施設と別荘地を結ぶ移動については、行きは公共交通以

外の方法で移動し、帰りはまとまって帰宅するような利用が考えられます。 

 

 ２）75 歳以上のふれ AI 号利用者の乗降状況 

 75 歳以上のふれ AI 号※利用者 2,641 人（令和 6 年 4 月 1 日～8 月 31 日 153 日間）

の利用 OD をみると、最も多い利用区間は、ザ・ビック白馬店からエコーランドロータリー（エ

コーランド別荘地）であり、延べ 136 人が利用しています。 

 その次は、岳の湯前（ゲートボールアリーナ）利用者で、信濃森上駅周辺からの利用が多く、

その他では、神城醫院、白馬診療所等の病院、Ａコープ白馬店、ザ・ビック白馬店等の商業施

設利用者が多くなっています。 

 利用範囲をみると、北部から南部まで広く利用されており、神城駅東側の中山間部からの利

用もみられます。 

 全体的には、利用者全体と同じ傾向にありますが、観光施設が減って、ゲートボール施設な

ど高齢者の集う施設利用が目立っています。 

 

※：令和６年度の資料は、ふれ AI 号運行開始後のため、ふれ AI 号と表示（以下、同様） 
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図 4.1.7 75 歳以上のふれ AI 号利用者の乗降地点の組合せ 

資料：75 歳以上のふれ AI 号利用者利用 OD（延べ 2,641 人） 

（令和 6 年 4 月 1 日～8 月 31 日 153 日間の延べ利用人数から 20 人以上のＯＤを作図） 
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68.Aコープ白馬店 28.ホテル カルチャード 20

H3 15.白馬診療所 20

H8 23.ザ・ビック白馬店 20

47.嶺方 公民館 69.デリシア白馬 19
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50人以上

50人未満
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図 4.1.8 ふれ AI 号利用者全体の乗降地点の組合せ 

資料：ふれ AI 号全体利用者利用 OD（延べ 8,711 人） 

（令和 6 年 4 月 1 日～8 月 31 日 153 日間の延べ利用人数から 20 人以上のＯＤを作図） 
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（５）75 歳以上のふれ AI 号乗車時間 

 75 歳以上のふれ AI 号利用者の利用時間は、朝 9 時台と昼の 12 時台が多く、全体的には、

午前中の利用が多くなっています。 

 朝 9 時台は、病院や診療所の診療開始時間に合わせるために多いと考えられ、また、12 時

台は、診療後の帰宅する時間に該当するため多いと考えられます。 

 

 

 

図 4.1.9 75 歳以上のふれ AI 号利用時間帯 

資料：75 歳以上のふれ AI 号乗車人数（令和 6 年 4 月 1 日～8 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

79

467

316
366

407

191 174

306

142

0

100

200

300

400

500

600

8 9 10 11 12 13 14 15 16時

75歳以上乗車人数（令和6年4月1日～8月31日合計）
（人/5箇月）



- 82 - 
 

 ２．既存調査等からの移動ニーズの把握                       

 （１）過年度の村民アンケート 

 ①今後の公共交通について 

 鉄道は運行本数、特急バス・タクシーは運賃、路線バスは運行時間に対する改善要望が強く、

乗合タクシーは、土日運行の要望が高かったですが、現在は毎日運行しています。（改善済み） 

 なお、最も意見の多かった鉄道の運行本数は、白馬駅において、臨時バスを含めてほぼ同数

を維持しています。 

 現在のサービス水準を保つためには、村民全体で負担を考えるべきという意見が半数を占め

ています。 

 

図 4.2.1 今後の公共交通への意見 

資料：村民アンケート調査結果（平成３０年７月） 
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 （２）白馬デマンドタクシー担当課に寄せられた意見 

 担当課の方に寄せられた意見は、63 件あり、乗降場所に関する意見が半数を超え、設置位

置の要望と自宅前乗降車の要望が多くなっています。その他では、乗車方法に関する意見が

8.0％、予約に関する意見が 7.9％、アプリ登録に関する意見が 4.8％、相乗りについての意

見が 4.8％あります。 

 乗降場所では、乗降場所まで歩くのが大変で近くに設置を要望する意見が多く、また、自宅

前乗降車を要望する意見も 15 件寄せられました。 

 乗車方法では、ベビーカー利用の問合せが 1 件寄せられました。 

 予約については、希望する時間に予約がとれないという意見が 3 件ありました。 

 以上より、自宅前乗降者への対応や子供連れへの配慮、予約の取りにくさへの対応などが課

題です。 

図 4.2.2 白馬デマンドタクシー担当課に寄せられた意見※ 

資料：観光課資料（令和 6 年 4 月～6 月 電話・窓口等） 

■白馬デマンドタクシー担当課に寄せられた意見 
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単位：％

内容 具体的な内容 件数

乗降場所の設置位置の要望 19

ドアツードアの要望 15

停留所に看板が欲しい 1

ベビーカーの乗車確認 1

通勤で使いやすい 1

使いにくい 3

希望時間に予約がとれない 3

電話予約の番号の掲載 1

13時台の予約の集中 1

アプリ登録時の問題 2

高齢者に難しい 1

相乗りでない 2

遠回りになる 1

運賃 安くていい 2

支払方法 定期券、回数券 2

周知 宿への周知 1

運転手の対応 3

車両にステップが欲しい 1

運転手と村の意見交換 1

通学での利用要望 1

ボランティア体験時の感想 1
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その他

アプリ登録

相乗り

乗車方法

※運行車両は 1 台増台前の 2 台体制で運行 
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 １．現計画の事業評価                               

 現計画「白馬村地域公共交通網形成計画（令和元年 3 月）」は、令和元年度から令和 6 年度

までの 6 箇年を計画期間として策定されています。その基本方針等は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

交流を促進し快適で安らぎのある豊かな 

生活環境を支える公共交通の実現 

基本方針 1 

 誰もが自動車に頼らず安

心して暮らせる公共交通網

の拡充 

基本方針２ 

 子供や家族が安心して負

担のない暮らしを支える公

共交通の確保 

基本方針３ 

 外国人を含めた観光客が

いつでも快適に移動できる

公共交通網の確保 

運転できなくなった時に、外出機会を減らす

ことなく、村内を安心して移動できるように、

運行中のデマンド型乗合タクシーを基本に公

共交通網の拡充を図る。 

宿泊業や飲食・サービス業など朝夕多忙な方

や、また女性の社会進出を促進するためにも、

家族に頼らなくても安心して通学できる公共

交通の確保を図る。 

一時期への観光需要の集中や、重複して利用

者にわかりにくい路線を改善していくこと

で、国内観光客や外国人観光客がいつでも快

適に移動できる公共交通の確保を図る。 

基 本 方 針 目  標 

【基本方針】 

基本方針４ 

 村民との協働による柔軟

で持続可能な公共交通網の

形成 

社会環境の変化に対応し、効率的で最小限の

負担で効果が発揮できる施策について、行政

と村民、事業者による協議の場を設けること

で持続可能な公共交通として形成を図る。 

第５章 公共交通を取り巻く課題の整理 
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 （２）現計画の計画目標の検証 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、利用者数が減少したこともあり、駅等の整備は行わ

れませんでしたが、大糸線の利便性向上のための臨時増便バスや AI オンデマンド乗合交通が

始動しました。 

表 5.1.1 現計画の計画目標の検証 

基本方針 導入事業・施策 評  価 

①誰もが自動車に頼

らず安心して暮らせ

る公共交通網の拡充 

①駅等の乗り継ぎ拠点の整備 ・未実施 × 

②運行本数、ダイヤ等の見直

し 

・大糸線増便バスを令和6年

度運行して運行本数を増加 

〇 

③デマンド型乗合タクシーの

利用条件の見直し 

・路線定期型からデマンド型

に変更し、AI を導入 

・平日のみから 365 日予約

可能に変更 

・利用者数（目標 8,100 人） 

R5 7255 人/年 

〇 

④デマンド型乗合タクシーの

運行日、運行時間等の見直し 

〇 

②子供や家族が安心

して負担のない暮ら

しを支える公共交通

の確保 

⑤既存路線バス等の活用の検

討 

・スクールバスを新たに運行 

・利用者数 

 R5 登下校 1.2 万人/年 

・家族の負担は軽減 

○ 

⑥積雪時等の相乗りタクシー

の検討 

〇 

③外国人を含めた観

光客がいつでも快適

に移動できる公共交

通網の確保 

⑦シャトルバスの通年運行の

検討 

・白馬ナイトデマンドタクシ

ーを期間限定で運行 

〇 

⑧観光・生活交通としてのシ

ャトルバス統合運行の検討 

・白馬ナイトデマンドタクシ

ーを期間限定で運行 

〇 

⑨自転車利用者に優しい環境

整備の検討 

・サイクルフェスタ開催 

（目標 510 人参加以上） 

 R5 267 人参加（2 回） 

〇 

⑩わかりやすいシャトルバス

等への配色等の検討 

・白馬デマンドタクシーとし

て配色や表示を変更 

〇 

⑪わかりやすい公共交通案内

情報提供の検討 

・白馬バレーエリアで案内サ

インを統一 

〇 

④村民との協働によ

る柔軟で持続可能な

公共交通網の形成 

⑫地域公共交通会議の拡充 ・2 回開催（目標 1 回以上） 〇 

⑬公共交通利用促進キャンペ

ーンの実施 

・白馬ナイトデマンドタクシ

ーが HAKUBA Do と共創 

・AI 運行に対するスマホ教

室、試乗会の実施 

〇 

○：実施した △：実施したが不十分 ×：実施していない ▲：廃止した 
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 ２ 地域公共交通の課題                              

 これまでの検討結果を踏まえ、地域公共交通の問題点、課題を整理します。 

 （１）地域特性からの課題 

【人口の分布】 

・村内の人口分布はＪＲ大糸線沿線、特に白馬駅西側に広がっています。 

・特に人口の多い行政区は、住宅、別荘、営業施設が混在するみそら野区、神城駅を中心

とした飯田区、白馬駅や飯森駅周辺の白馬町区、八方区などですが、過去５年間の人口増

加率をみると、その中で増加している地区はみそら野区のみで、それ以外では三日市場

区、瑞穂区などです。 

・冬期に宿泊施設に住み込みで働く外国人は約 900 人、全人口の 10％を超えており、

八方周辺や飯田区に 100 人を超える人が住んでいます。 

 

【人口動向及び流動】 

・人口減少、少子高齢化が顕著で、年少人口が全人口の 11％、高齢者単身世帯数は全世

帯の 10％です。 

・中山間地の集落は人口減少が著しく、世帯数が 10 世帯未満、老年人口の割合が 50％

を超える地区もあります。 

 

【主要施設の立地状況】 

・村民の生活関連用品を扱う店舗は、ＪＲ大糸線及び並行する国道 148 号沿線の比較的

規模の大きな商業施設に限られ、自動車の利便性が高い場所に立地しています。 

・村民の買物は、買回り品（家具、家電製品等）で長野市への依存が目立ち、大規模スー

パーや専門スーパーでの買物が半数以上を占めています。 

・白馬南小を除き、白馬北小、白馬中、白馬高校は白馬駅周辺に集中しています。 

・村内に総合病院は無く、緊急時には大町市や池田町まで行く必要があります。 

 

 

《地域特性からの公共交通の課題》 

・交通の利便性が高く、主要施設が集まるＪＲ白馬駅西側からみそら野区周辺を除くと、

それ以外の地区では人口が減少傾向にあり、地区間の格差がみられます。 

・国道 148 号沿いに人口が分布し、各種施設も立地しているが、自動車を利用しないと

移動が不便であり、また、周辺の中山間地の集落は、自動車が無いと生活ができない状況

にあります。 

・少子高齢化が顕著であることから、今後自動車を運転できなくなった時の移動手段の

確保が必要です。 
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図 5.2.1 人口・施設立地状況 

資料：令和 2 年国勢調査 

■人口分布           ■行政区別人口増加率 

                 （令和 2 年/平成 27 年） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  資料：令和 2 年国勢調査 

 
■年少人口、高齢者人口の推移 

                     ■主要施設の分布状況 
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 （２）観光特性からの課題 

【観光エリアと観光時期】 

・観光エリアは、スキー場を中心に 8 つのエリアに分かれ、美術館や温泉、アウトドア

施設など冬期以外にも観光資源として活用できる施設がありますが、村の南北に広がっ

て広く分布しています。 

・観光入込数が多いのは、冷涼な気候から夏休みの 8 月と冬期の 12 月～3 月であり、

これら 5 か月で全体の 70％が集中しています。 

 

【観光動向】 

・新型コロナウイルス感染症拡大により、令和 2 年から 200 万人を下回り、令和 3 年

には 150 万人を下回りましたが、令和 4 年から回復し、5 類感染症に移行した令和 5

年には、令和元年以前の水準に戻っています。 

・観光入込客の 3 分の 2 は県外からの観光客で、4 分の 3 は宿泊客です。 

・外国人旅行者は、新型コロナウイルス感染症拡大により急減しましたが、現在は回復し

ています。 

・白馬村の特徴は、スキー目的のオセアニア地域からの旅行者が多いことです。 

・外国人旅行者は滞在期間が長く、他の都市のスキー場や観光地を訪れる人も多く、泊食

分離で外食することも多く、村内には飲食施設が少なく限られた施設に集中することも

あります。 

・HAKUBA VALLEY では、エリア内 10 のスキー場で利用できる全山共通シーズンパ

スが発売されていますが、特に外国人スキーヤーにとっては、スキー場間の連携が望まれ

ています。 

 
 
《観光特性からの公共交通の課題》 

・観光産業は白馬村の地域経済を支える基幹産業であり、若者の雇用機会を確保するた

めにも地域資源を活用した競争力の強化と安定化が必要で、それを支える観光客に便利

でわかりやすい公共交通の整備が必要です。 

・観光入込数は回復傾向にありますが、長期的にみると少子高齢化による人口減少に伴

い減る可能性があり、年間を通じての平準化も必要ですが、このような需要の変化に対応

した公共交通の確保も必要です。 

・利用者の増加に対しては、運行車両台数やドライバー人材の不足への対応も必要です。 
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図 5.2.2 白馬村の観光エリアと観光客の動向 

資料：白馬村観光局資料 

■白馬村の観光エリア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■白馬村観光客数の推移 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■白馬村観光客数の月変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

観光施設は南

北に広く分布 

新型コロナウイルス感

染拡大の影響で減少 

夏休み 
スキー 

シーズン 
スキーシーズンは

約 3 箇月、夏休み

は 8 月に集中 
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図 5.2.3 白馬村観光客の特性 

■白馬村観光入込客の特性 

資料：令和 4 年長野県観光地利用者統計調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

■白馬村外国人観光宿泊者数の推移 

資料：白馬村観光課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

県内 39.4%

県外 60.6%

県内・県外割合

n=19,784

日帰り

30.3%

宿泊 69.7%

日帰り・宿泊割合

n=19,784

県外、宿泊客が多い 

新型コロナウイルス感染症

拡大の影響で大幅に減少 

オセアニアからの

スキー客が多い 
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 （３）現公共交通の整備状況からの課題 

【各公共交通の概況】 

① 鉄道 

・北陸新幹線の延伸で期待される関西からの観光客を呼び込むため、新幹線が停車する

新潟県の糸魚川駅と白馬駅を結ぶ臨時のバスが運行を始めました。白馬駅から糸魚川方

面は、このように利便性の向上を図っていますが、松本方面は早朝と夕方を除き運行本数

が少ない状況です。 

・村の玄関口である白馬駅の乗車人数は、新型コロナウイルス感染拡大により令和 2 年

に 200 人を下回りましたが、現在は回復しています。駅前広場がありますが、駐車場が

無く、路上駐車や送迎車で混雑し、冬場発着する路線バスに影響を与えています。 

②バス 

・路線バス、特急バスは、村民も村内で利用が可能ですが、基本的に観光地を連絡する路

線で、村内で利用できる区間も限られるため、観光客主体となっています。 

・冬季は、観光事業者が運行するスキー場シャトルバスが運行していますが、路線が複雑

となっています。 

➂タクシー 

・駅前に常駐している駅は白馬駅のみです。 

・観光客が増加する冬期は、タクシー車両が不足しています。 

④白馬村 AI オンデマンド乗合交通 

・令和 6 年４月からふれ AI 号が本格運行しています。白馬ナイトデマンドタクシーは、

冬期間運行し、実証実験では、外国人の利用もあり、満足度は高くなっています。 

・今後、村民と外国人の同乗など統合による課題の検討が必要になります。 

 
 

《現公共交通の整備状況からの課題》 

・白馬駅は、冬期の駅前広場の混雑対策、安全性確保のための整備が必要であり、白馬八

方バスターミナルは、快適な待合スペースの確保、案内情報の拡充が必要です。 

・神城駅、北部の信濃森上駅などについては、ふれ AI 号での乗降ポイントとしても利用

されており、乗り継ぎ拠点として、二次交通情報の提供、案内情報の充実が必要です。 

・冬期の民間シャトルバスは、わかりやすい案内情報提供手段の検討が必要です。 

・高齢者以外の交通弱者の移動についても、検討する必要があります。 
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図 5.2.4 白馬駅の現況 

資料：JR 東日本資料 

■白馬駅の時刻表 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 6 年９月現在 

 
■白馬駅前広場の現況（夏期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■白馬駅、神城駅の乗車人数の推移 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

  

路線バス

特急バス

高速バス

大糸線増便バス

スキー場

● 主要公共施設

凡例

時刻 松本方面 糸魚川方面

6 10　57 57

7 43

8 01　30

9

10 23

11 23　43

12 22

13 01　40　46

14

15 16  35  51 51

16 37

17 10　16

18 25 40

19 28 30

20 58 06　57

21 47

22 44

臨時バスは、白馬駅始発

赤字：あずさ　青字：快速　緑字：※　橙字：臨時バス　
※土休日は、リゾートビューふるさと上下１往復運行

通勤時間帯が

少ない 

新型コロナウイルス感染症拡大で

大幅に減ったが回復傾向にある 

全体的には年々減少 
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図 5.2.5  路線バス等の現況 

■白馬駅と白馬八方バスターミナル 
の路線バス時刻表 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

■白馬八方バスターミナルの現況 

 

 

 

 

 

 

 

資料：アルピコ交通㈱資料 

 

■路線が複雑なスキー場シャトルバス路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時刻 白馬駅発 白馬八方BT白馬駅方面発

5 55

6 30

7 20

8 10　55 12　20

9 30 59

10

11 10 10

12 ０0　10 59　4

13 10

14 00　35 24　45　57

15 10　 50

16

17 45

18 20

19 30

20

21 10

22

黒字：栂池線　赤字：栂池線（運転日注意）
緑字：猿倉線　

一目で見てどこがどこかわ

かりにくい路線図 

時間帯によって運行

のない時刻表 
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（４）課題のまとめ 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■地域特性 

・ＪＲ大糸線沿線、特に白馬駅西側に人口が分布 

・みそら野区、飯田区、白馬町区、八方区等の人口が多い 

・年少人口が全人口の 11％、高齢者単身世帯数は全世帯の 10％ 

・中山間地の集落や村の南部において人口減少が著しい 

・主要な公共施設が白馬駅周辺に集中、生活関連用品を扱う店舗は、国道 148 号沿線に分布 

■観光特性 

・観光エリアが、南北に広がって分布している 

・観光入込数の集中時期は、冷涼な気候から夏休みの 8 月と冬期の 12 月～3 月で 70％が集中 

・令和 5 年に新型コロナウイルス感染症拡大前の水準に回復、インバウンド回復により増加 

・スキー目的のオセアニア地域からの旅行者が多く、滞在期間が長い 

・泊食分離で外食することが多く、村内には飲食施設が少なく限られた施設に集中 

■公共交通の整備状況 

・ＪＲ大糸線の運行本数は、臨時増便バスの運行により、前計画時の水準を維持している 

・村の玄関口の白馬駅乗車人数は、減少傾向が続いている 

・白馬駅は、冬期に駅前広場が混雑し、路線バスが入れない状況がみられる 

・タクシーは、白馬駅のみ常駐しているが、冬期の外国人が多い時期は不足している 

・令和 6 年４月からふれ AI 号が本格運行し、白馬ナイトデマンドタクシーが冬期間運行している 

【地域特性からの課題】 

・村内地区それぞれの地区特性を考慮した移動手段の検討 

・今後自動車を運転できなくなった時の状況に合わせた移動手段の確保 

・通学、通院、買物など、移動目的や施設の立地を考慮した移動手段の検討 

・広範囲な施設立地をカバーする持続可能な移動手段の確保 

【観光特性からの課題】 

・回復したインバウンド需要も含め、観光客に便利でわかりやすい公共交通の整備 

・公共交通利用と旅行者に対する飲食店予約やお買い物情報等も含めた情報の利便性向上 

・年間を通じた需要の平準化、それら需要の変化に対応した公共交通の確保 

・公共交通の運行車両台数やドライバー人材の不足への対応 

【現公共交通の課題】 

・村の玄関口（白馬駅や白馬八方バスターミナル）としての機能強化 

・AI デマンド交通の利用者からの要望への対応、利用者の共助を促す施策の推進 

・わかりやすい情報提供手段（冬期民間シャトルバス等）の検討 

・交通弱者の移動しやすさの向上 

【村の公共交通の課題】 
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図 5.2.6 白馬村の現況交通体系と課題 
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大糸線増便バス

行政界

移動手段が自動車に限ら

れ、自動車がないと生活で

きない 

シャトルバスの路線、案

内がわかりにくい 

乗り継ぎ拠点として

整備されていない 

白馬八方バスターミナル 

凡例

村内スキー場

中山間地の集落

乗り継ぎ拠点

冬期に駅前広場が混

雑し、案内情報が不足 

待合空間や案内情報

が整備されていない 
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 １．基本的な方向性                               

 （１）全体的な考え方 

 白馬村の公共交通は、村内及び村内外の主たる移動を分担する幹線システムと村内の移

動を補完する地域生活交通システムに機能区分します。 

１）幹線システム 

  ・村内外の観光・ビジネス客等を首都圏や中部関西圏から誘導する大量輸送が可能な 

ＪＲ大糸線及び民間路線バス（高速、特急を含む） 

   村の玄関口：白馬駅、白馬八方バスターミナル 

  ・村民の村内の主たる移動を支えるＪＲ大糸線、民間路線バス 

   地区への窓口：南神城駅、神城駅、飯森駅、信濃森上駅、主要バス停 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）地域生活交通システム 

  ・村民の幹線システムへのアクセス、村内主要施設への日常的な移動、観光客の観光目

的の移動など地域に密着した輸送サービス 

  ・村が運行する村内移動の骨格移動システム 

   ①ふれ AI 号 

   ②白馬ナイトデマンドタクシー 

   ③スクールバス 

   ④福祉輸送サービス 

  ・民間事業者が運行する移動システム 

   ①一般タクシー 

   ②観光事業者のスキー場シャトルバス 

 

 

 

 

  

・幹線システムは、基本的に現在の機能を維持します。 

・鉄道は、臨時バスによる増便を図っていますが、今年度の実績を踏まえ、事業の継続、

利用者の増加を目指します。 

・路線バスも、事業の継続、利用者の増加を目指します。 

・村の玄関口である白馬駅、白馬八方バスターミナルは、玄関口として利用者にわかり

やすく、混雑しないように乗降場や駐車場の機能強化を図ります。 

・その他の駅については、二次交通の案内や近隣施設へのアクセスなど、乗り継ぎの利

便性向上と外国人を含む観光客へのわかりやすい情報提供を目指します。 

 

・令和 6 年度から導入した①と②の AI オンデマンド乗合交通は、運行を続けながら逐

次改良を行って、利用者が満足できるシステムを目指します。 

・スクールバスと福祉輸送サービスは、利用目的や利用方法が上記と異なるため、個別

に見直し、拡充を図ることを目指します。 

・民間事業者が運行する移動システムは、需要の変化に対応しながら、利用者が満足で

きるシステムを目指します。 

第６章 基本的な方向性（公共交通のあり方）の検討 
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 ３）その他 

  ・民間事業者の動向をみながら、必要に応じて導入を検討するシステム 

   ①レンタサイクル、シェアサイクル 

    冬期以外の観光等で村内を移動する際の移動手段として充実します。 

    観光局のホームページで情報提供を行っている。 

   ②ライドシェア 

    次の 2 つがあります。 

    ・公共ライドシェア 

     バス事業やタクシー事業によって輸送手段を確保することが困難な場合、市町

村や NPO 法人などが、自家用車を活用して提供する有償の旅客運送を公共ライド

シェアと呼び、省令において「交通空白地有償運送」と「福祉有償運送」の２つを

規定している。 

    ・日本版ライドシェア 

     地域交通の「担い手」「移動の足」不足解消のため、令和６年３月、タクシー事

業者の管理の下で、自家用車・一般ドライバーを活用した運送サービスの提供を可

能とする日本版ライドシェアを創設した。タクシー配車アプリデータ等を活用し

て、タクシーが不足する地域・時期・時間帯を特定し、地域の自家用車・一般ドラ

イバーを活用して不足分を供給している。 

   ③グリーンスローモビリティ 

    時速 20km 未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービス

で、高齢化が進む地域での地域内交通の確保や、観光資源として、環境政策と地域が

抱える様々な交通の課題解決が期待される。 
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 ２．地域公共交通のあるべき姿（将来像）                     

 長野県地域公共交通計画の北アルプス地域の将来ネットワークを踏まえ、村外からの観

光・ビジネス客を首都圏や中部関西圏から誘導する鉄道やバスなどの幹線システムと村内

の AI デマンドタクシーによる地域生活交通システムにより、地域公共交通ネットワークを

構築します。 
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■公共交通ネットワークのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

広域連携軸（鉄道）

広域連携軸（高速・特急バス、路線バス）

主に村民の移動（ふれＡＩ号、福祉輸送サービス）

主に観光客の移動（白馬ナイトデマンドタクシー）

田園山間集落地との連絡軸（ふれＡＩ号）

白馬駅と白馬八方バスターミナルの整備

乗り継ぎ駅の利便性向上

民間事業者シャトルバス
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 １．基本方針                                

  地域公共交通網形成計画において掲げた 4 つの基本方針を踏襲し、第５次白馬村総合

計画や白馬村都市計画マスタープランのまちづくりの姿も踏まえながら、生活交通・観

光・持続可能性の３つ観点で整理し、次のように設定します。 

 

 【基本理念】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【基本方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

次の３つの視点を今後の地域公共交通計画の基本的な方針とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様な人々が安心して暮らし、快適に訪れることができる 
持続可能で利便性の高い交通サービスの実現 

村民、高齢者、こども、障がいのある人、外国人、観光客など様々な人

が活動している 

どの立場の人にとっても使いやすい多様な公共交通手段を新たな技術

を活用して整備することにより、これらの人々の交流を促進し、村民だけ

ではなく、村を訪れるすべての人が、快適に社会生活を送ることが出来て、

環境負荷の低い成長する村をつくっていく 

基本方針 2 外国人を含めた観光客が快適に移動できる、まちづくりと公共交通網

の構築（観光交通） 

基本方針 3 村の豊かな環境維持や担い手不足解消など未来を見据えた持続可能な

環境に配慮した交通サービスの発展（持続可能な交通） 

基本方針 1 安心して暮らせるための生活交通の確保と拡充 

（住民交通） 

※地域公共交通網形成計画での基本方針 1・2 を現計画では基本方針１に集約した 

第７章 地域公共交通計画の基本方針及び目標の設定 
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■基本方針 1 安心して暮らせるための生活交通の確保と拡充（住民交通） 

 

 

 

 

 

 

 

■基本方針 2 外国人を含めた観光客が快適に移動できる、まちづくりと公共交通網

の構築（観光交通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本方針 3 村の豊かな環境維持や担い手不足解消など未来を見据えた持続可能な環境

に配慮した交通サービスの発展（持続可能な交通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高齢者や子供など交通弱者の村内移動を支援する公共交通を年間通じて確保、

新たな技術を活用した福祉輸送により、住民が使いやすい生活交通機能の実現 

・ふれ AI 号・スクールバス・福祉有償運送を基にした生活交通の形成 

・運行事業者の AI 等スマート技術活用による効率化 

・来訪者の移動における利便性を確保するため、将来の交通体系の変化を見据え

た、運行情報の一元化や多言語対応、乗り継ぎ拠点の整備 

・白馬ナイトデマンドタクシー、タクシーの共同配車、HV シャトル等の DX の

推進による利便性の向上 

・駅・バスターミナル等、利便性向上のために乗り継ぎ拠点の整備 

・日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）に沿った交通体制の構築 

・白馬村の豊かな自然環境を維持するため、脱炭素を踏まえた、新たな技術（DX・

GX）や多様なモビリティサービスを活用した公共交通システムの向上 

・自動運転技術、グリーンスローモビリティ、コンパクトカー、カーシェアリン

グ、次世代空モビリティ等の新技術の活用 

・ゼロカーボンロードマップに準じた交通網の構築 
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 ２．目標設定                                

  基本方針に対応し、以下のように計画目標を設定します。 

 

（１）計画区域 

  白馬村地域公共交通計画における計画区域は、白馬村全域とします。 

図 7.2.1  計画区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画期間 

  計画期間は、第６次白馬村総合計画の計画期間と整合を図り、令和７年度から令和１２

年度までの６年間とします。 

  

路線バス

特急バス

高速バス

大糸線増便バス

スキー場

● 主要公共施設

凡例
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（３）計画目標 

白馬村地域公共交通計画における基本方針体系図 

 

 

 

【基本方針】                   【計画目標】     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.スクールバスの運行見直し、拡充 

Ⅰ．安心して暮らせるための生活交通

の確保と拡充（住民交通） 
1.ふれ AI 号の利用促進 

2.福祉輸送サービスの拡充 

5.まちづくりを兼ねた乗継ぎ拠点の拡充・交

通整理 

Ⅲ．村の豊かな環境維持や担い手不足

解消など未来を見据えた持続可能な

環境に配慮した交通サービスの発展

（持続可能な交通） 

Ⅱ．外国人を含めた観光客が快適に移

動できる、まちづくりと公共交通網の

構築（観光交通） 

4.観光公共交通の体制の構築 

【基本理念】 多様な人々が安心して暮らし、快適に訪れることができる持続可能

で利便性の高い交通サービスの実現 

 

6.わかりやすい情報案内 

8.運転車両や運転手不足への対応 

7.村民との協働会議・意見交換の場の確保 

9.脱炭素を踏まえた新たな技術（DX・GX）の

多様なモビリティサービスの活用 

10.自然環境維持のための交通 
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 １．目標達成に向けて取り組む施策                      

 ■計画目標・施策 

  基本方針に掲げた計画目標の実現に向け、具体的に取り組むべき施策・事業メニューを

整理しました。 

 

 

 

 

 

 

計画目標 具体的な施策 

3.スクールバスの運行見直し、拡充 

1.ふれ AI 号の利用促進 

2.福祉輸送サービスの拡充 

5.まちづくりを兼ねた乗継ぎ拠点の

拡充・交通整理 

4.観光公共交通の体制の構築 

6.わかりやすい情報案内 

8.運転車両や運転手不足への対応 

7.村民との協働会議・意見交換の場

の確保 

9.脱炭素を踏まえた新たな技術

（DX・GX）の多様なモビリティサ

ービスの活用 

10.自然環境維持のための交通 

④運行事業者の DX による効率化 

③最適なスクールバスの運行方法検討 

①ふれ AI 号の利用促進 

②福祉有償運送の見直し・ライドシェアの拡

充 

⑧乗り継ぎ駅の利便性向上 

⑦大糸線の利用促進と活性化 

⑨わかりやすい公共交通案内・情報の一元化 

⑪地域公共交通会議・検討委員会・各地区の

意見交換会 

⑩JSTS-D ガイドラインに沿った交通体制

の構築 

⑫公共交通の担い手確保策の検討 

⑤冬期の移動手段の確保 

⑬自動運転・グリスロ・コンパクトカー・カ

ーシェア・EV 自動車・空モビリティの活用 

⑥白馬駅・八方バスターミナルの整備 

⑭ゼロカーボンロードマップに準じた交通網

の構築 

第８章 地域公共交通に関する施策・事業の検討 
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 ２．具体的な施策・事業、事業スケジュール                  

  計画目標のための施策の方向性を踏まえ、施策体系で示した施策の方向性毎に、実施の

目的、事業概要、主な事業エリア、実施主体、実施時期等を検討しました。 
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基本方針Ⅰ．安心して暮らせるための生活交通の確保と拡充（住民交通） 

  計画目標 1 ふれ AI 号の利用促進 

  施策① ふれ AI 号の利用促進 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 ふれ AI 号は、村が運行する村内移動の主要移動システムで、村民の日

常的な移動手段として利用者の協力を得ながら、さらなる利用促進を

図ることを目的とします。 

事業内容 ① 利用者の利便性向上、運行の効率化 

 現在 2 つある予約方法を次のように分けて運用します。 

・アプリ利用による予約 

 健常者や観光客は、スマートフォンアプリにより予約を行います。予

約後は乗車予約手順に従って、デマンドタクシーを利用します。 

・電話による予約 

高齢者や障がい者は、電話により予約を行い、自宅前での送迎を実施

します。 

・毎日の運行データ（平均待ち時間、予約キャンセル数、配車不成立等）

の分析を基に状況にあった設定で最適かつ効率の良い運行サービスに

繋げます。 

・ふれ AI 号の利用が難しい通院や福祉施設の利用者については、別途、

村が行っている福祉輸送サービスの利用要件等を見直した上で、対応

します。 

② 周辺自治体との広域運行の検討 

さらなる利便性向上のため、周辺自治体との連携し広域運行等につ

いて検討を行います。 

対象者 村民、観光客 

時期 通年 

実施主体 タクシー事業者、社会福祉協議会、白馬村 
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計画目標 2 福祉輸送サービスの拡充 

  施策② 福祉有償運送の見直し・ライドシェアの拡充 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 社会福祉協議会が運営している福祉輸送サービスの活用により、移動

困難者が安心して移動できる手段を確保します。 

事業内容  福祉輸送サービス事業は、バスやタクシー等の公共交通機関を利用

することが困難な高齢者や障がい者の医療機関への通院・入退院、福祉

施設への通所・入退所に利用でき、事前の登録や利用要件があり、毎年

10 人程度の登録状況にあります。 

 平日のみの運行ですが、利用要件等を見直すことや、公共ライドシェ

アの中の「福祉有償運送」の拡充を検討します。 

 

・福祉輸送サービス事業の利用要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：白馬村社会福祉協議会 

 

対象者 村民 

時期 通年 

実施主体 タクシー事業者、社会福祉協議会、白馬村 
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計画目標 3 スクールバスの運行見直し、拡充 

  施策③ 最適なスクールバスの運行方法検討 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 白馬村では、令和 2 年度からスクールバスを運行し、デマンドタクシ

ーとの統合を検討しましたが、統合が難しいため、別に最適な運用方法

を検討することを目的とします。 

事業内容  冬期の積雪時には自転車での通学は困難であり、また家族が自動車

で送迎することも大きな負担になっていることから、スクールバスを

運行しています。近年は、猛暑対策として夏期にも運行しています。 

 現在運行中のデマンド型乗合タクシーの活用も検討してきました

が、サービスを利用する学生の料金負担、一般観光客との混乗の安全性

などから、難しい状況にあります。 

 こどもや家族が安心して負担のない暮らしを支えるため、現在運行

しているスクールバスをより利用しやすい方向で見直します。 

 また、これまでの運行実績を踏まえ、効率的な運行についても、検討

します。 

対象者 小学生、中学生 

時期 夏期、冬期 

実施主体 タクシー事業者、バス事業者、小学校、中学校、白馬村 

 

  施策 ④運行事業者の DX による効率化 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 運行事業の担い手不足に対応し、社会情勢の変化や利用ニーズの変化

にも柔軟に対応するため、最新の情報技術を活用し、運行事業者が効率

的に運用していくことを目的とします。 

事業内容  運行管理システムや配車アプリ等の導入により、リアルタイムデー

タと高度な分析を用いて、交通の流れをスムーズにして運行の効率の

最大化の検討を行い、サービスの質を高め、環境への負荷も軽減しま

す。 

対象者 運行事業者 

時期 通年 

実施主体 バス事業者、タクシー事業者、白馬村 
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基本方針Ⅱ．外国人を含めた観光客が快適に移動できる、まちづくりと公共交通網の構

築（観光交通） 

  計画目標 4 観光公共交通の体制の構築 

  施策⑤ 冬期の移動手段の確保 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 冬期のスキーを目的とした外国人観光客の移動手段の確保を目的とし

ます。 

事業内容 ① 白馬ナイトデマンドタクシーの利便性向上 

 令和５年度から本格運行を行っています。これまでの運行では外国

人の利用も多く、満足度も高くなっています。今後も利用者の増加が見

込まれるため、運行台数や運転手の不足への対応をし、需要の変化には

運行データに基づいた分析を行い、最適な運行体制を構築します。 

② タクシー配車アプリによる交通 DX 

 交通 DX の具体的な手法である、運行管理システム、配車アプリの

導入を行い、利便性の向上を進めます。 

③HV シャトルの利用向上 

 観光事業者が運行するスキー場のシャトルバスについて、わかりや

すい案内情報の提供方法を検討します。 

対象者 外国人観光客、日本人観光客 

時期 冬期 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、タクシー事業者、観光事業者、白馬村 
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  計画目標５ まちづくりを兼ねた乗継ぎ拠点の拡充・交通整理 

  施策⑥ 白馬駅・八方バスターミナルの整備 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 白馬村の玄関口である白馬駅と白馬八方バスターミナルは、それぞれ

のターミナル機能を発揮できるように環境を整備することにより、増

加する観光客や村民、特に高齢者や障がい者、ベビーカー利用者なども

安全で安心して公共交通を利用できることを目的とします。 

事業内容 《鉄道駅》 

 白馬駅は村の玄関口となる駅であり、白馬駅は最も多くの国内外の

来訪者が行き来し、観光地や周辺地区を結ぶ拠点となっています。 

 駅前に駐車施設が少ないために、周辺店舗利用者などが駅前広場に

駐車し、混雑の原因になることもあります。特に冬期の特急列車到着時

には外国人観光客の送迎車等で、路線バスが出入りしにくい状況とな

っています。 

駅前広場の円滑な交通動線を考慮した施設配置の見直しや周辺への

適切な規模の駐車場の確保により、駅の安全確保・利便性向上に取り組

みます。また、誰にでもわかりやすい二次交通の乗車位置・発車時刻や

周辺観光施設の案内情報等の提供に取り組みます。 

  ・白馬駅前広場 

 

 

 

 

《白馬八方バスターミナル》 

 白馬八方バスターミナルは、周辺に宿泊施設が集積し、路線バスや特

急バスのターミナルとして機能しています。 

冬期には外国人の利用も多く、快適な待合スペースの確保、わかりや

すい情報提供に取り組みます。 

また、駅及びバスターミナルは、バリアフリー化を目指します。 

 

  ・白馬八方バス 

   ターミナル 

 

対象者 村民、観光客 

時期 通年 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、タクシー事業者、白馬村、駅周辺商店 
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  施策⑦ 大糸線の利用促進と活性化 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 村内外の移動手段である大糸線の利便性向上、観光利用者数の増加を

目的とします。 

事業内容  JR 大糸線は、白馬村への広域的な交通軸となっており、また、村内

の重要な移動手段の一つともなっています。 

 過年度の村民アンケートによると、鉄道については、「運行本数の増

加」を改善点に挙げる人が多くありました。 

 現在、糸魚川駅からの臨時バスを上下 4 本ずつ運行し、運行本数の

確保につとめています。 

 老人クラブや子ども会、自治会など大糸線で移動して行うイベント

等に要する経費を補助する大糸線利用促進事業補助金、インバウンド

観光客向けに和食、相撲体験など日本文化を取り入れた糸魚川ツアー

の実施、大糸線プロモーション事業（謎解きラリー）、県外・海外へプ

ロモーションキャンペーン等を実施しながら、大糸線の利用促進と活

性化を進めます。 

 松本方面の活性化についても、事業者と一緒に検討を進めます。 

■村民アンケート 

 ・改善点上位 3 位 

 

 

■大糸線増便バス         ■糸魚川体験ツアー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象者 村民、観光客 

時期 通年 

実施主体 各大糸線関係協議会、鉄道事業者、バス事業者、長野県、新潟県、関連

市町村、白馬村 
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  施策⑧ 乗り継ぎ駅の利便性向上 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 白馬駅以外に村内には 4 つの駅があります。これらの駅は、駅周辺の

住民や最寄りの観光地への窓口になっています。これら乗り継ぎ駅の

利便性向上を目的とします。 

事業内容  神城駅や信濃森上駅は、それぞれが隣接する白馬五竜、白馬岩岳の観

光地や周辺集落を結ぶ拠点となっています。 

 駅へのアクセスは、住民であれば家族の送迎やふれ AI 号の利用、観

光客であれば宿の送迎などが考えられますが、駅を利用する人々が親

しみを持つような駅の待合環境の整備、初めて利用する方にも、誰にで

もわかりやすい二次交通の乗車位置、利用方法、周辺の宿や観光地の案

内情報等の提供に取り組みます。 

信濃森上駅：近隣に岩岳新田バス停があり、路線バスへの乗り換えが可能

です。しかし、駅から 500ｍ離れているため、案内誘導方法の充実を図り

ます。 

飯森駅：近隣住民や旅館宿泊者の利用が主と考えられますが、近隣にエイ

ブル白馬五竜 IIMORI があり、冬期の二次交通の案内誘導方法の充実を図

ります。 

神城駅：駅の西側に宿泊施設が点在しています。駅から白馬五竜方面への

二次交通情報の提供、特に、初めて訪れる人にわかりやすい情報提供窓口

の拡充に取り組みます。 

南神城駅：駅の南側に宿泊施設が点在しています。白馬さのさかスキー

場が近隣にあり、冬期の二次交通の案内誘導方法の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

信濃森上駅    飯森駅     神城駅     南神城駅 

 

対象者 村民、観光客 

時期 通年 

実施主体 タクシー事業者、観光事業者、白馬村 
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  計画目標６ わかりやすい情報案内 

  施策⑨ わかりやすい公共交通案内・情報の一元化 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 誰もが公共交通を利用しやすい滞在環境を整備するため、ひと目でわ

かる公共交通案内情報提供を目的とします。 

事業内容  公共交通を利用するにあたり、誰もがわかりやすい案内情報の提供

を目指します。 

 大町市、白馬村、小谷村の三市村では、サイン・ストリートファニチ

ュアに係る関連ガイドライン等をデザインコードとしてまとめていま

す。 

 複雑な路線の案内、わかりやすい乗り場への誘導など、景観に配慮し

ながら、高齢者や障がい者をはじめ、外国人観光客にも認識しやすく、

わかりやすく情報提供を行います。 

 外国人を考慮し、国際標準を取り入れた表記ルールに統一し、外国人

来訪者にも理解しやすいサインとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：HAKUBAVALLEY エリア景観デザインコード計画 

案内、サインの例 

対象者 村民、国内観光客、外国人観光客 

時期 通年 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、タクシー事業者、観光事業者、白馬村 
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  施策⑩ JSTS-D ガイドラインに沿った交通体制の構築 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 持続可能な観光、特にオーバーツーリズムに関する課題に対して、

JSTS-D ガイドラインに沿った交通体制を構築することを目的としま

す。 

事業内容  JSTS-D ガイドラインの分野の中で、特に次のことを考慮しながら、

持続可能な観光を目指します。 

 ①多様な受入環境の整備 

 ・ユニバーサルデザインの普及、バリアフリー対策 

 ・キャッシュレス環境整備の推進 

 ・多言語による案内の充実 

 ・多様な宗教・生活習慣への対応 

 ・域外から観光地への公共交通機関等によるアクセスの確保 

 地域公共交通に関しては、観光 MaaS の推進、地域公共交通機関の

運行情報のオープンデータ化、経路検索等を利用することで、観光地に

アクセスする必要な情報ができるような体制を構築します。 

 ②地域住民のアクセス権の確保 

 ・観光利用者の分散化 

 ・地域公共交通の村民の優先使用 

 ・混雑等の見える化 

 ・パーク＆ライド、バスライド駐車場の確保 

 冬期の混雑が激しい、白馬駅等の乗換場所の整備を進めます。 

 ③観光負荷の小さい交通の利用促進 

 ・地域内の徒歩や自転車での移動の奨励 

 ・低炭素自動車の導入促進 

 ④低炭素の多様なモビリティサービスの活用、普及を進めます。 

 

対象者 外国人観光客 

時期 通年 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、タクシー事業者、観光事業者、白馬村 
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基本方針Ⅲ．村の豊かな環境維持や担い手不足解消など未来を見据えた持続可能な環境

に配慮した交通サービスの発展（持続可能な交通） 

計画目標 7 村民との協働会議・意見交換の場の確保 

  施策⑪ 地域公共交通会議・検討委員会・各地区の意見交換会 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 様々な年代の村民や外国人を含む観光客の移動に関する問題、村が運

行する公共交通の課題などを、地域公共交通会議で議論し、ともに考え

る機会を創出することを目的とします。 

事業内容  公共交通の維持と改善は、交通事業者や行政だけでなく、村民や地元

企業、学校等の積極的な利用や協力が必要です。 

 それぞれの立場で役割を果たすとともに、相互に連携し、推進してい

くために、定期的に白馬村地域公共交通会議を開催します。 

 今年度から新たに運行を開始した AI オンデマンド乗合交通は、今後

も改善を重ねながら持続する必要があり、運行データや利用者からの

要望等を受けて、議論を行う必要があります。 

 また、インバウンドを含めた観光客の増加は、高齢化や運転手不足の

中で、まちづくり全体への影響も大きく、その移動を支える公共交通の

果たす役割も重要になっています。 

 このような新たな課題に対応するためにも、村民や事業者との協働

会議、意見交換の場を確保し、さまざまな立場の人が集まって議論する

ことを進めます。 

 

 

対象者 村民、関連事業者、行政 

時期 通年 

実施主体 白馬村地域公共交通会議、白馬村 
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  計画目標 8 運転車両や運転手不足への対応 

  施策⑫ 公共交通の担い手確保策の検討 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 バスやタクシー運転手の更なる高齢化、退職者の増加、運転手希望者の

減少等を鑑み、今後も公共交通の担い手を持続的に確保していくこと

を目的とします。 

事業内容 観光地のタクシー不足対策として、第２種運転免許を持たない一般

ドライバーが、タクシー会社の運行管理を条件に、自家用車を使って有

償で他人を送迎する日本版ライドシェアが解禁されました。 

 白馬村においても今後の動向を注視し、検討を進めます。 

 

対象者 交通事業者 

時期 通年 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、タクシー事業者、白馬村 
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  計画目標 9 脱炭素を踏まえた新たな技術（DX・GX）の多様なモビリティサービ

スの活用 

  施策⑬ 自動運転・グリスロ・コンパクトカー・カーシェア・EV 自動車・空モビ

リティの活用 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 脱炭素を踏まえ、新たな技術を活用した様々な移動手段を活用するこ

とを目的とします。 

事業内容  村内の移動について、できるだけ環境負荷の少ない公共交通の利用

を呼びかけます。また、冬季においても降雪・積雪時でも安全かつ快適

な移動を進めます。 

 自動運転については今後の運転手不足等を考慮し、導入を検討しま

す。 

 また、観光局がホームページで情報提供を行っているレンタサイク

ルについて、周辺部への拡大や乗り捨ての実施、シェアサイクルの導

入、サイクルトレインの運行などを検討します。 

 さらに、人気の観光スポットへの移動については、グリーンスローモ

ビリティを活用した新たな移動手段について研究を進めます。また、 

次世代空モビリティの活用についても、研究開発の進展を注視しなが

ら活用の検討を進めます。 

 

白馬村レンタサイクル     グリーンスローモビリティ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：白馬村観光局          国土交通省資料（福山市） 

対象者 国内観光客、外国人観光客 

時期 冬期以外 

実施主体 鉄道事業者、バス事業者、タクシー事業者、観光事業者、白馬村 
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  計画目標 10 自然環境維持のための交通 

  施策⑭ ゼロカーボンロードマップに準じた交通網の構築 

■施策の概要 

 概  要 

目  的 持続可能な社会の実現に向けて、白馬村のゼロカーボンロードマップ

に準じて地域の公共交通網を構築することを目的とします。 

事業内容  白馬村ゼロカーボンロードマップは、ゼロカーボンと生物多様性の

回復に向かう道筋を描き、具体的な取組の推進を促すことを目的に策

定しています。 

 令和 12 年の CO2 排出量を 60％削減することを目標としており、

4 つの重点領域の中で、交通に関して、温室効果ガスを排出しない移

動・運輸・交通を掲げています。 

 具体的には、村民や観光客の協力を得ながら、次の施策を進めます。 

 ・自家用車・商用車の電動化推進、充電インフラの整備 

 ・移動の選択肢の充実として、次世代交通サービス（マイクロモビリ

ティやシェアリング） 

 ・持続可能な暮らしの情報発信 

■マイクロモビリティの法令区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：都市と交通（社団法人 日本交通計画協会） 

対象者 村民、観光客、事業者、白馬村 

時期 通年 

実施主体 バス事業者、タクシー事業者、観光事業者、白馬村 
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：検討 ：実施

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

1.ふれAI号の利用促進 ①ふれAI号の利用促進
タクシー事業者、社会福祉協議
会、白馬村

2.福祉輸送サービスの拡充 ②福祉有償運送の見直し・ライドシェアの拡充
タクシー事業者、社会福祉協議
会、白馬村

③最適なスクールバスの運行方法検討
タクシー事業者、バス事業者、
小学校、中学校、白馬村

④運行事業者のDXによる効率化
バス事業者、タクシー事業者、
白馬村

4.観光公共交通の体制の構築 ⑤冬期の移動手段の確保
鉄道事業者、バス事業者、タク
シー事業者、観光事業者、白馬
村

⑥白馬駅・八方バスターミナルの整備
鉄道事業者、バス事業者、タク
シー事業者、白馬村、駅周辺商
店

⑦大糸線の利用促進と活性化
鉄道事業者、バス事業者、関連
市町村、白馬村

⑧乗り継ぎ駅の利便性向上
タクシー事業者、観光事業者、
白馬村

⑨わかりやすい公共交通案内・情報の一元化
鉄道事業者、バス事業者、タク
シー事業者、観光事業者、白馬
村

⑩JSTS-Dガイドラインに沿った交通体制の構築
鉄道事業者、バス事業者、タク
シー事業者、観光事業者、白馬
村

7.村民との協働会議・意見交換の場の確保 ⑪地域公共交通会議・検討委員会・各地区の意見交換会
白馬村地域公共交通会議、白馬
村

8.運転車両や運転手不足への対応 ⑫公共交通の担い手確保策の検討
鉄道事業者、バス事業者、タク
シー事業者、白馬村

9.脱炭素を踏まえた新たな技術（DX・GX）の多様
なモビリティサービスの活用

⑬自動運転・グリスロ・コンパクトカー・カーシェア・EV自動車・空
モビリティの活用

鉄道事業者、バス事業者、タク
シー事業者、観光事業者、白馬
村

10.自然環境維持のための交通 ⑭ゼロカーボンロードマップに準じた交通網の構築
バス事業者、タクシー事業者、
観光事業者、白馬村

3.スクールバスの運行見直し、拡充

基本方針２　外国人を含めた観光客が快適に移動できる、まちづくりと公共交通網の構築（観光交通）

基本方針３　村の豊かな環境維持や担い手不足解消など未来を見据えた持続可能な環境に配慮した交通サービスの発展（持続可能な交通）

5.まちづくりを兼ねた乗継ぎ拠点の拡充・交通整理

6.わかりやすい情報案内

実施スケジュール　

基本方針１　安心して暮らせるための生活交通の確保と拡充（住民交通）

計画目標 施策内容 実施主体 短期
中長期

可能性検討・関係者と協議

表 8.2.1 事業スケジュール 
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 １．目標設定と数値目標の検討                          

  本計画の目標の達成状況を確認するため、計画目標に対して次のような成果指標を設

定します。ここでは、施策の方向性から想定される施策内容に対して数値化が可能な成果

指標を設定しています。 

  なお、この評価指標の数値は、社会情勢等を踏まえ必要に応じて見直しを行う場合があ

ります。 

表 9.1.1  計画目標とその成果指標設定値 

 
 

 

 

  

1.ふれAI号の利用促進 ①ふれAI号の利用促進
指標1　ふれＡＩ号利用者数
指標6　公共交通の満足度

2.福祉輸送サービスの拡充 ②福祉有償運送の見直し・ライドシェアの拡充 指標2　福祉輸送サービス利用者数

③最適なスクールバスの運行方法検討 指標3　スクールバス乗車率

④運行事業者のDXによる効率化 指標7　新規事業の件数

4.観光公共交通の体制の構築 ⑤冬期の移動手段の確保 指標4　白馬ナイトデマンドタクシー利用者数

⑥白馬駅・八方バスターミナルの整備 指標5　白馬駅乗車人数

⑦大糸線の利用促進と活性化 指標5　白馬駅乗車人数

⑧乗り継ぎ駅の利便性向上 指標6　公共交通の満足度

⑨わかりやすい公共交通案内・情報の一元化 指標6　公共交通の満足度

⑩JSTS-Dガイドラインに沿った交通体制の構築 指標7　新規事業の件数

7.村民との協働会議・意見交換
の場の確保

⑪地域公共交通会議・検討委員会・各地区の意
見交換会

指標8　意見交換会等の開催回数

8.運転車両や運転手不足への対
応

⑫公共交通の担い手確保策の検討 ―

9.脱炭素を踏まえた新たな技術
（DX・GX）の多様なモビリティ
サービスの活用

⑬自動運転・グリスロ・コンパクトカー・カー
シェア・EV自動車・空モビリティの活用

指標7　新規事業の件数

10.自然環境維持のための交通 ⑭ゼロカーボンロードマップに準じた交通網の構築 指標7　新規事業の件数

計画目標 施策内容

基本方針１　安心して暮らせるための生活交通の確保と拡充（住民交通）

基本方針3　村の豊かな環境維持や担い手不足解消など未来を見据えた持続可能な環境に配慮した交通サービスの発展
　　　　　（持続可能な交通）

基本方針2　外国人を含めた観光客が快適に移動できる、まちづくりと公共交通網の構築（観光交通）

5.まちづくりを兼ねた乗継ぎ拠点
の拡充・交通整理

6.わかりやすい情報案内

3.スクールバスの運行見直し、拡
充

成果指標

第９章 計画管理体制 
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■数値目標の選定方法 

 指標 1 ふれ AI 号利用者数 

・ふれ AI 号の利便性向上について、ふれ AI 号の利用者数の増加を施策の進捗状況を図る

根拠とします。 

 《算定方法》 

 ・白馬村の運行データから 1 年ごとに算出 

指 標 現状値（令和 6 年度） 目標値（令和 12 年度） 

ふれ AI 号利用者数 
15,571 人  

（R７年２月末時点） 
1.9 万人 

 

 指標 2 福祉輸送サービス利用者数 

・福祉輸送サービスの見直しについて、利用人数を施策の進捗状況を図る根拠とします。 

 《算定方法》 

 ・白馬村の運行データから 1 年ごとに算出 

指 標 現状値（令和 6 年度） 目標値（令和 12 年度） 

福祉輸送サービス利用者数 延べ 50 人 延べ 500 人 

 

 指標 3 スクールバス乗車率 

・スクールバスに運行見直しについて、乗車率を施策の進捗状況を図る根拠とします。 

 《算定方法》 

 ・スクールバスの運行データから 1 年ごとに乗車率（利用対象者に対する実際の乗車人

数の割合）を算出 

指 標 現状値（令和 6 年度） 目標値（令和 12 年度） 

スクールバス乗車率 50％ 70％ 

 

 指標 4 白馬ナイトデマンドタクシー利用者数 

・白馬ナイトデマンドタクシーの利便性向上について、国別利用人数を施策の進捗状況を図

る根拠とします。 

 《算定方法》 

 ・白馬村の運行データから 1 年ごとに算出 

指 標 現状値（令和 6 年度） 目標値（令和 12 年度） 

白馬ナイトデマンドタクシー 

利用者数 

8,963 人 

（R７年２月末時点） 
1.2 万人 
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 指標 5 白馬駅乗車人数 

・大糸線の利用促進、白馬駅の整備について、村内外の玄関口である白馬駅の乗車人数を、

施策の進捗状況を図る根拠とします。 

 《算定方法》 

 ・白馬駅の年間 1 日平均乗車人数（ＪＲ東日本資料）から算出 

指 標 現状値（令和 5 年度） 目標値（令和 12 年度） 

白馬駅乗車人数 271 500 人 

 

 指標 6 公共交通の満足度 

・白馬村のまちづくりアンケートにおける公共交通の満足度を施策の進捗状況を図る根拠

とします。 

 《算定方法》 

 ・令和 6 年度に実施の第 6 次総合計画・総合戦略におけるアンケート結果から満足度の

割合を算出 

指 標 現状値（令和 6 年度） 目標値（令和 12 年度） 

公共交通の満足度 11.7％ 20％ 

 

 指標７ 新規事業の件数 

・計画目標に沿った新規事業の進捗状況を図る根拠とします。 

 《算定方法》 

 ・新規事業の実施件数より算出 

指 標 現状値（令和 6 年度） 目標値（令和 12 年度） 

JSTS-D ガイドライン関連 

運行事業者のＤＸによる効率化 

脱酸素を踏まえた新技術活用 

自然環境維持関連 

３件 

・AI オンデマンド乗合交通 

・Uber アプリ導入 

・レンタルサイクル 

 

６件 

 

 指標８ 意見交換会等の開催回数 

・地域公共交通を考える場の確保を目的としており、その議論の場である地域公共交通会議

以外に、意見交換の機会（タクシードライバー、デマンドタクシードライバーとの懇談）等

の開催回数を根拠とします。 

 《算定方法》 

 ・意見交換会等の開催回数 

指 標 現状値（令和 6 年度） 目標値（令和 12 年度） 

開催回数 0 回 12 回以上 
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 ２．各主体の役割と管理体制                           

公共交通の維持及び改善は、交通事業者や行政だけでなく、村民（地域、企業、学

校等）の積極的な利用や協力が必要です。本計画は村民・交通事業者・村がそれぞれの

役割を果たすとともに、相互に連携し、推進します。 

白馬村地域公共交通会議は、地域の公共交通に関わる関係者が集まり、地域公共交 

通の維持や改善に向けて協議する場であり、本計画の進捗を管理します。 

  

 

■各主体の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

  ○自らの暮らしや地域を守るため、公共交通の必要
性を考え、問題意識を共有し課題解決に向けた取り
組みに参加し、地域公共交通の維持確保に努める。 
○公共交通利用のマナー・ルールを遵守し、公共交
通の積極的な利用に努める。 

村
民 

白馬村地域公共交通会議 
○関係機関相互の調整・協議 
○公共交通施策の推進、事業の進捗管理 

○公共交通事業の取り組みに対し、中心的な役割を
担う。 
○公共交通に関する情報を提供し、意識啓発の充実
を目指す。 
○地域住民との合意形成、緊密な連携により事業促
進を図る。 
○国・県及び近隣市町村との協働により公共交通の
維持確保に努める。  

○安全・安心と安定・継続的な運行サービスを提
供する。 
○利用者ニーズに応じた利便性の向上や利用拡
大に向けた取り組みを実施する。 
○地域と連携して公共交通の取り組みに積極的に
参加し、専門的な知識を活かした協力・支援を実
施する。 

白馬村 交通事業者 

協力・連携 

協力・連携 協力・連携 
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利用状況やニーズの把握等については、白馬村・白馬村地域公共交通会議が主体となっ

て、定期的な点検・評価を実施し、新たな課題との抽出と改善を実施します。このため、

ＰＤＣＡ（計画・実行・評価・改善）サイクルを実施する体制を構築し、計画的に取り組

むとともに、計画期間の中間時期において事業・目標指標の評価・見直しを行い、事業を

効果的・効率的に進めます。 

また、ＰＤＣＡの各段階における計画内容や運行実績、評価結果等の情報を広く開示し、

地域住民や利用者並びに事業者の意見を取り入れます。 

 

■PDCA サイクルによる事業管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（計画） 

（実施） 

(見直し 
・改善) 

(点検 
・評価) 

lan 

O 

heck 

ction 

・課題整理、ニーズの把握 
・基本方針、計画策定 
・目標、評価基準の設定 

・計画に基づく施策・事
業の実施 
・実績データの収集  

・施策、事業の点検 
・目標達成状況の確認、
評価 

・課題への対応 
・取り組みの見直し・改
善方策の検討 
  
  

公共交通 
マネジメント 

三位一体の協力体制でＰＤＣＡによる事業管理を実施 

村民 白馬村 交通 
事業者 
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 ３．事業主体、事業スケジュール                         

  計画期間の最終年度（令和１２年度）には、計画全体及び地域公共交通全体について評

価・検証を実施します。評価・検証の際には各種アンケート調査を実施し、合わせて最終

年度には、次期計画に向けた見直しを行います。 

なお、村が運行する公共交通などの利用状況及び計画に定めた事業の実施結果に関す

る評価については、毎年度実施します。 

  また、計画期間内で目標値を達成した指標については、途中での見直しを行います。 

 

表 9.3.1 評価方法とスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度

　鉄道
　路線バス
　特急バス
　高速バス
　ふれＡＩ号
　白馬ナイトデマンドタクシー
　スクールバス
　福祉輸送サービス
・利用者数の把握

〇 〇 〇 〇 〇 〇

　鉄道
　路線バス
　特急バス
　高速バス
　ふれＡＩ号
　白馬ナイトデマンドタクシー
　スクールバス
　福祉輸送サービス
・利用者アンケート調査

〇

村民アンケート調査 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇白馬村地域公共交通会議

項　目

令和

評価
方法

事業実施の評価

計画の評価

計画・目標値の見直し



 

 

 
 
 
 

用 語 集 
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あ行 

用 語 説 明 

AI Artificial Intelligence の略。人工知能のこと。 

IoT Internet of Things：モノのインターネットの略。 

「様々な物がインターネットにつながること」「インターネッ

トにつながる様々な物」を指す。 

インバウンド 外国人が訪れてくる旅行のこと。日本へのインバウンドを訪日

外国人旅行または訪日旅行という。 

大糸線プロモーシ

ョン事業 

大糸線の「列車での移動価値」を訴求するプロモーションサイ

トとして、車での移動では味わえない大糸線や沿線の魅力を映

像等で伝え、大糸線に乗車したからこそ楽しめること等をコン

テンツとして発信する事業。 

 

か行 

用 語 説 明 

カーシェアリング 1 台の自動車を、複数の人が、共同で使うこと。 

キャッシュレス決

済 

現金を使用せずにお金を支払うこと。クレジットカード、デビ 

ットカード、電子マネー（プリペイド）やスマートフォン決済 

など、さまざまな手段がある。 

グリーンスローモ

ビリティ 

時速 20km 未満で公道を走ることができる電動車を活用した

小さな移動サービスで、その車両も含めた総称。導入により、

地域が抱える様々な交通の課題の解決や低炭素型交通の確立

が期待される。 

コンパクトカー 5 ナンバーで全長 4.2m、エンジンの排気量が 1,500cc 以下

というのが大まかなコンパクトカーの基準。 

 

さ行 

用 語 説 明 

自動運転技術 ドライバー（人間）が行っている、認知、判断、運転操作（加

速、操舵、制動など）といった行為を、人間の代わりにシステ

ム（機械）が行うもので、GPS やカメラ、レーダーやセンサー

など様々な計測装置や情報通信技術を駆使し、道路の白線や、

クルマやヒトなどの移動体・構築物を始めとする道路上の周囲

環境を読み取りながら、運転操作の自動制御につなげるもので

ある。日本では、自動運転のレベルを 0～5 までの 6 段階と

し、段階的に実現を目指している。 
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JSTS-D 「日本版持続可能な観光ガイドライン 

（Japan Sustainable Tourism Standard for Destinations，JSTS-D）」 

持続可能な観光の推進のため、各地方自治体や DMO が多面的

な現状把握の結果に基づき、持続可能な観光地マネジメントを

行うための観光指標。観光庁が令和 2 年に策定した。 

シェアサイクル 一定のエリア内に複数配置された自転車の貸出・返却拠点（シ

ェアサイクルポート）において、自転車を自由に貸出・返却で

きる交通手段のこと。 

ＧＸ Green Transformation（グリーントランスフォーメーショ

ン）の略語。化石エネルギー中心の産業・社会構造を、クリ

ーンエネルギー中心の構造に転換していく、経済社会システ 

ム全体の改革への取り組み。 

次世代空モビリテ

ィ 

ジェット機のような内燃機関を使用せず電力とコンピュータ

制御技術を活用した小型航空機である。「動力が電動モーター

であること」「操縦士のいない自動操縦が可能であること」「垂

直離着陸が可能であること」が次世代エアモビリティを定義す

る条件とされている。 

ゼロカーボン 企業や家庭が排出する二酸化炭素をはじめとする温室効果ガ

ス（カーボン）の「排出量」から、植林・森林管理などによる

「吸収量」を差し引いて、排出量の合計を実質的にゼロにする

こと。 

 

た行 

用 語 説 明 

地域公共交通 地域住民の日常生活若しくは社会生活における移動又は観光

旅客その他の当該地域を来訪する者の移動のための交通手段

として利用される公共交通機関のこと。 

ＤＸ デジタル技術を駆使して交通システム全体を革新し、移動の利

便性、効率性、持続可能性を飛躍的に向上させようとする取り

組み。 

デザインコード 地域の景観を構成する要素の配置、色、形、素材、生物種にお

ける空間の秩序を形成する視覚的な約束事。 

低炭素化 地球温暖化問題を解決するため、CO2 などの温室効果ガスの

排出を抑えること。 
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は行 

用 語 説 明 

パーク＆ライド 道路交通混雑を避けるために、郊外部において自動車を駐車

し、鉄道・バス等の公共交通機関へ乗り換える手法。サイクル

＆ライド（Ｃ＆Ｒ）は自転車で駅やバスターミナル等まで来て

列車やバスに乗り換えることを言う。 

ＰＤＣＡサイクル 計画（Plan）⇒実施（Do）⇒評価（Check）⇒改善（Action）

のプロセスの順に実施し、改善を次の計画に結びつけ、継続的

に改善していく手法のこと。 

フリー乗降区間 バス停以外でも路線上の任意の位置で乗降できる制度で、その

対象区間を呼ぶ。 

 

ま行 

用 語 説 明 

MaaS 

（マース） 

Mobility as a Service の略。個々の利用者の移動ニーズに対

応して、複数の公共交通や公共交通以外の移動サービスを最適

に組み合わせ、観光、商業、医療、福祉、教育等の多様な移動

以外のサービスとも連携し、一括した検索・予約・決済等を提

供するサービスのこと。 

マイクロモビリテ

ィ 

自動車よりもコンパクトで、短距離の移動に適した小型の交通

手段で、電動スクーターや電動キックボード、電動バイクなど

が該当する。 

ら行 

用 語 説 明 

ライドシェア 公共ライドシェアは、バス事業やタクシー事業によって輸送手

段を確保することが困難な場合、市町村や NPO 法人などが、

自家用車を活用して提供する有償の旅客運送を公共ライドシ

ェアと呼び、省令において「交通空白地有償運送」と「福祉有

償運送」の２つを規定している。 

日本版ライドシェアは、地域交通の「担い手」「移動の足」不足

解消のため、令和６年３月、タクシー事業者の管理の下で、自

家用車・一般ドライバーを活用した運送サービスの提供を可能

とする日本版ライドシェアを創設した。タクシー配車アプリデ

ータ等を活用して、タクシーが不足する地域・時期・時間帯を

特定し、地域の自家用車・一般ドライバーを活用して不足分を

供給している。 
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利用ＯＤ Origin（出発地）－Destination（到着地）の略語です。バスや

鉄道の利用者 OD とは、利用者毎の乗車地（O）と降車地（D）

がわかるデータのこと。 

 

 


